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小
　
　
　
学
　
　
　
校

№ 村　山　市
1
2
3
4
5
6
7

楯 岡 小 学 校
西 郷 小 学 校
袖 崎 小 学 校
大久保小学校
冨 本 小 学 校
戸 沢 小 学 校
富 並 小 学 校

№ 東　根　市
8
9
10
11
12
13
14
15
16

東 根 小 学 校
神 町 小 学 校
東 郷 小 学 校
高 崎 小 学 校
大 富 小 学 校
小田島小学校
長 瀞 小 学 校
東根中部小学校
大 森 小 学 校

№ 尾 花 沢 市
17
18
19
20
21

福 原 小 学 校
尾花沢小学校
宮 沢 小 学 校
玉 野 小 学 校
常 盤 小 学 校

№ 大 石 田 町
22
23
24

大石田南小学校
大石田小学校
大石田北小学校

№ 村　山　市
25
26

楯 岡 中 学 校
葉 山 中 学 校

№ 東　根　市
27
28
29
30
31

第 一 中 学 校
第 二 中 学 校
第 三 中 学 校
大 富 中 学 校
神 町 中 学 校

№ 尾 花 沢 市
32
33

福 原 中 学 校
尾花沢中学校

№ 大 石 田 町

村 山 市 東 根 市 尾花沢市 大石田町 合　　計
21,554

1

1

1

9

人　　　　口
高 等 学 校
特別支援学校
図 書 館 等
公 民 館 等

47,503

1

0

1

7

13,842

1

0

1

6

6,076

0

0

1

1

88,975

3

1

4

23

（人口は令和6年4月1日現在）

34 大石田中学校
№ 県立中学校
35 東 桜 学 館

中  

学  

校
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北村山管内の小中学校



はは  じじ  めめ  にに

 昭和４６年に北村山３市１町（村山市、東根市、尾花沢市、大

石田町）が、広域市町村圏の指定を受けました。 

 地域の振興は、有能な人材の育成にあるという考え方から、教

育関係施設の整備がとりあげられ、圏域小・中学校教職員や社会

教育関係者の研修の場、北村山地区視聴覚ライブラリーの充実、

将来の視聴覚教育の果たす役割などを検討した結果、昭和４９年

４月に北村山広域行政事務組合の施設として、北村山視聴覚教育

センターが建設され開所いたしました。

以来50年間、プラネタリウムを中心とした移動学習をはじめ、

施設設備を活用した研修、研究活動は、着実な進展を見せており

ます。 

特に近年は超スマート社会（society5.0）、及びGIGAスクール

構想に即応した研修が求められています。需要に応じた学習が展

開できますよう、ICTを活用した授業づくりの研修を実施したり、

機材教材の更新を適宜行ったりして、視聴覚教育を支援していき

たいと考えております。 

 今後も研修機能の充実、教育情報の積極的な収集と教材化

に努め、施設設備の一層の充実と指導体制の確立を図りなが

ら、地域の皆様と「ともに育む・学ぶ・創る」を柱として運

営に力を入れていく所存であります。 

関係各位のご指導ご支援を賜りますようお願いいたします。 

北村山視聴覚教育センター所長 
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北村山視聴覚教育センター沿革 

 

昭和 28 年 北村山視聴覚ライブラリー協議会結成（学校教育） 

昭和 37 年 11 月 北村山地区視聴覚教育協議会発足 

昭和 46 年 7 月 北村山広域市町村圏の決定 

昭和 46 年 8 月 北村山広域行政協議会の設置 

昭和 47 年 3 月 北村山広域市町村圏計画の策定 

昭和 48 年 3 月 北村山広域行政協議会の廃止 

昭和 48 年 4 月 北村山広域行政事務組合設立 

昭和 48 年 9 月 北村山視聴覚教育センター建設着工 

昭和 49 年 3 月 北村山視聴覚教育センター完成 

昭和 49 年 4 月 北村山視聴覚教育センター開所 

昭和 49 年 9 月 小学 5年生必修天文学習開始 

昭和 50 年 11 月 自作ビデオ教材の制作始まる 

昭和 51 年 4 月 研究協力校制度始まる 

昭和 51 年 5 月 プラネタリウム連絡協議会全国大会開催 

昭和 51 年 10 月 東北地区視聴覚ライブラリー研究協議会開催 

昭和 53 年 4 月 委嘱研究員制度始まる 

昭和 54 年 4 月 財団法人北村山教育会の事務局が北村山視聴覚教育センターになる 

昭和 55 年 11 月 1980 年視聴覚教育賞（文部大臣賞）受賞 

昭和 57 年 7 月 東北地区視聴覚ライブラリー研究協議会開催 

昭和 58 年 11 月 全国自作視聴覚教材コンクールで文部大臣賞受賞 

昭和 60 年 7 月 紅花ビデオクラブとの共同制作教材が 1980AVCC 

           自作視聴覚教材コンクールで文部大臣賞受賞 

昭和 63 年 11 月 全国自作視聴覚教材コンクールで文部大臣賞受賞 

平成元年 オープン 15 周年記念事業を実施 

平成 5年 11 月 全国視聴覚教育研究会北村山大会の開催 

平成 6年 オープン 20 周年記念事業を実施 

平成 7年 10 月 全国視聴覚センター研究協議会、放送教育東北大会の開催 

平成 9年 全国自作視聴覚教材コンクールに 15 年連続入賞 

平成 11 年 10 月  オープン 25 周年記念事業を実施 

平成 12 年 北村山視聴覚教育センターホームページ開設 

平成 15 年 4 月 機材・教材貸し出し管理バーコードシステム導入 

平成 15 年 11 月 全国視聴覚教育連盟創立 50 周年記念事業において特別功労賞を受賞 

平成 16 年 7 月 オープン 30 周年記念事業を実施 

平成 18 年 1 月  センター大規模改修工事を施工 

平成 18 年 9 月  全国自作視聴覚教材コンクールで文部科学大臣賞受賞 

平成 20 年 8 月  山形県教育研究所連盟研究発表大会を開催 

平成 23 年 1 月  センター利用者 100 万人達成 
平成 23 年 4 月  寄附金を基に北村山教育会基金を設立 

平成 26 年  オープン 40 周年記念事業を実施 

平成 27 年 3 月  サタデープラネタリウム来館者 3万人を達成 

平成 31 年 3 月  プラネタリウム本体恒星・惑星等投映器光源の LED 化 

令和 2年 3月  プラネタリウム室椅子リニューアル 

令和 2年 10 月  プラネタリウム室・視聴覚室の空調設備工事 

令和 3年 3月  北村山視聴覚教育センターホームページリニューアル 
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施 設 案 内 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 設 概 要 
 

鉄筋コンクリート２階建、建物総面積 …… １，１４２㎡ 

１階 面積 ２階 面積 

教材展示・貸出ホール  ６４．２㎡ 第１学習室  ４９．５㎡ 

機器材保管室  ４２．０㎡ プラネタリウム室  ８１．０㎡ 

教材制作室  ５６．９㎡ 録音編集室  ３９．０㎡ 

事務室  ６０．８㎡ 天体・ビデオ準備室  ３９．０㎡ 

視聴覚室 １１９．０㎡ 資料室  ２５．４㎡ 

倉庫  ５０．０㎡ 第２学習室 １７１．３㎡ 

 

別棟：車庫（バス１台、公用車２台）……１１６㎡ 

 

 

天体・ビデオ 

準備室 

 

倉 

庫 

 

50 

─ 6 ─



教育長（村山市教育長）  村山市議　３名

職務代理者（村山市教育委員）  東根市議　３名

教育委員（東根市教育長）  尾花沢市議　３名

教育委員（尾花沢市教育長） 村山市長  大石田町議　２名

教育委員（大石田町教育長） 東根市長

尾花沢市長

大石田町長

事務局長(兼) 事務局長(兼) 村山市会計管理者併任 村山市議会事務局長併任

事務局長補佐（兼） 事務局長補佐（兼）

村山市議会事務局
〃 議事調査主査併任

　 〃 議事調査係長併任

〃 庶務係長併任

　
指
導
係
長

(

兼

)

指
導
主
事

運営
委員会

専門
部会

専門員

書　記

所　長

所長補佐

庶務係指導係

議会運営委員会

委員長

委　員

視聴覚教育センター

総務課長補佐

大石田町

組合議会監査委員

事務局長

管理者 管理者会

会計管理者

議　長

副議長

書記長

教育長

組合教育委員会

組織機構と職員配置図

 
庶
務
係
長

(

兼

)

村山市

総務課長補佐

 
庶
務
係
長

（
兼

）

村山市長

北村山広域行政事務組合

幹事会

庶務係

事務局長補佐

　
指
導
主
査

(

兼

)

指
導
主
事

庶務係

　
庶
務
係
長

（
兼

）

東根市 尾花沢市

教育委員会事務局

総務課長

村山市議会事務局
議事調査主査併任
議事調査係長併任
庶務係長併任
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 運 営 方 針  

 

 

北村山広域市町村圏における新しい未来を創る子供たちの育成を目指し、超スマー

ト社会（Society 5.0）における視聴覚教育（ICT 教育）を促進・支援し、時代の変化

に即した教育方法と指導内容の改善充実に努めるとともに、教育の情報化の進展を図

る。 

 

 

１ 研究と研修活動 

 

   学校教育・社会教育等に関する教育メディア活用の研修を計画的に開催するとともに、

適宜相談に応じて指導助言を行う。   

   また、各種事業を通して視聴覚教育に関する調査研究を行う。 

 

 

２ 学習情報の提供 

 

   学校教育・社会教育等に必要な新しい教育メディアの収集や、地域性を生かした教材

の制作を行い、利用者に提供する。  

 

 

３ 施設利用の学習 

 

   施設利用学習については、利用者それぞれの教育目標の達成のために効果的に行われ

るように努める。 

   また、学校教育・社会教育関係者等が自主的に研修する場として施設を提供する。 

 

 

４ 連絡提携と広報活動 

 

   視聴覚教育センターの機能を周知し利活用していただくため、また事業について参加

をしていただくために、行政機関、学校教育関係機関、社会教育関係団体、地域団体等

と連絡提携を図るとともに、SNS、マスメディア等を活用して積極的に広報活動を行う。 
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 令 和 ６ 年 度  重 点 事 業  

 

 

１ 研究と研修活動の充実 

 

（１）視聴覚教育委嘱研究事業 

 

（２）ICT 教育推進事業（各種研修事業） 

 

（３）移動学習 

 

 

 

２ 視聴覚教材の制作、活用、保存活動の充実 

 

（１）視聴覚教材制作推進事業 

 

（２）公式 YouTube チャンネルを利用した視聴覚教材の保存・アーカイブ化 

 

（３）16 ㎜フィルムの活用と保存 

 

 

 

３ 一般公開の充実 

 

（１）幅広い層を対象としたイベントプラネタリウム 

 

（２）関係団体との積極的な連携 
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 予   算  

 

１ 歳 入 

                                                                 （単位；千円）  

      区    分 令和６年度 令和５年度 

負 担 金 等 ６１，７１６ ６２，４９６ 

国 ・ 県 補 助 金 ０ ０ 

その他（使用料等） １６ １２ 

歳 入 合 計 ６１，７３２ ６２，５０７ 

 

 

２ 歳 出 

                                                                 （単位；千円）  

      区    分 令和６年度 令和５年度 

      報     酬 ５，４６８ ４，９３２ 

      給 料 諸 手 当 ３０，５３６ ２５，９３４ 

      報  償  費 ４０２ ６４７ 

      旅     費 ９７３ １，１８７ 

      交  際  費 １０ １０ 

需 
要 

費 

 消 耗 品 費 １，１７３ １，１３０ 

 燃 料 費 ４５３ ４０６ 

 食 糧 費 ３１ ６２ 

 印 刷 製 本 費 １，４２６ ８９９ 

 光 熱 水 費 ４，３９５ ３，５９１ 

 修 繕 料 １，０８０ １，５９５ 

      役  務  費 ６２５ ５８７ 

      委  託  料 ５，１０３ ５，０２４ 

      使用料及び賃借料 ６，３７７ ７，１９２ 

工 事 請 負 費 ２，９７０ ７，１４４ 

      原 材 料 費 ３０ ３０ 

      備 品 購 入 費 ５７３ ２，０３１ 

    負担金補助及び交付金 ７２ ７１ 

補償補填及び賠償金 ２０ ２０ 

      公  課  費 １５ １５ 

      歳  出  合  計 ６１，７３２ ６２，５０７ 

 

 予   算  

 

１ 歳 入 

                                                                 （単位；千円）  

      区    分 令和６年度 令和５年度 

負 担 金 等 ６１，７１６ ６２，４９６ 

国 ・ 県 補 助 金 ０ ０ 

その他（使用料等） １６ １２ 

歳 入 合 計 ６１，７３２ ６２，５０７ 

 

 

２ 歳 出 

                                                                 （単位；千円）  

      区    分 令和６年度 令和５年度 

      報     酬 ５，４６８ ４，９３２ 

      給 料 諸 手 当 ３０，５３６ ２５，９３４ 

      報  償  費 ４０２ ６４７ 

      旅     費 ９７３ １，１８７ 

      交  際  費 １０ １０ 

需 

要 

費 

 消 耗 品 費 １，１７３ １，１３０ 

 燃 料 費 ４５３ ４０６ 

 食 糧 費 ３１ ６２ 

 印 刷 製 本 費 １，４２６ ８９９ 

 光 熱 水 費 ４，３９５ ３，５９１ 

 修 繕 料 １，０８０ １，５９５ 

      役  務  費 ６２５ ５８７ 

      委  託  料 ５，１０３ ５，０２４ 

      使用料及び賃借料 ６，３７７ ７，１９２ 

工 事 請 負 費 ２，９７０ ７，１４４ 

      原 材 料 費 ３０ ３０ 

      備 品 購 入 費 ５７３ ２，０３１ 

    負担金補助及び交付金 ７２ ７１ 

補償補填及び賠償金 ２０ ２０ 

      公  課  費 １５ １５ 

      歳  出  合  計 ６１，７３２ ６２，５０７ 
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期日 対象 内容

5月
2月

運営委員
・運営委員会を年2回開催し、センターの運営・事業内容等に対する意見交換
や検討を行う。

学校教育専門部会 随時 学校教育専部員
・各市町より推薦された５名の教員と、管内の指導主事４名が部員となる。
・視聴覚教育に関する調査研究を行う。
・センター事業（委嘱研究、各種研修会等）への参加。

社会教育専門部会 随時 社会教育専門部員
・各市町より推薦された５名の社会教育関係職員が部員となる。
・視聴覚教育に関する調査研究を行う。

年間 委嘱研究員

・研究員（各市町１名ずつ）を委嘱し、ICT機器を活用した効果的な学習指導
法の開発研究や、プログラミング教育の実践研究を推進する。
・研究を進めるにあたって、年間を通して授業づくりや教材等の研究の指導・
助言を行っていく。

研究員一人
につき1回

委嘱研究員、
教職員

・委嘱研究員一人につきICT機器を活用した年間１回の授業公開を行い、そ
の効果等について授業をもとに検証する。

1回程度 委嘱研究員
・委嘱研究員に外部の研修会（公開授業及び先進校視察等）への研修会へ
の参加を促し、研究の一助とする。

2月中旬
委嘱研究員、

教職員
・研修の成果を発表する場を設け、管内に広くその成果を公開する。
・北村山地区小中学校教育研究会メディア教育部会との共催で行う。

3月 委嘱研究員 ・研究の成果をICT活用事例集等へ報告し、管内に広くその成果を公開する。

年間
幼保施設、
小中学校

・プラネタリウム投影を行い、天文教育と情操教育に役立てる。

年間
幼保施設、
小中学校

・視聴覚教材の上映を行い、各種学習に役立てる。

年間
幼保施設、
小中学校

・プログラミング学習の初期指導や、MESHセンサーを使った学習の実施、補
助を行う。

5月9日 教職員 ・情報教育や情報管理に関する研修。

7月5日 教職員
・視聴覚・情報教育に関して、外部講師による講演会を実施する。
　講師：茨城大学教育学部　　小林 祐紀　准教授

年間
児童生徒、
教職員、

社会教育団体

・センター職員が学校や施設に出向き、情報モラル学習、プログラミング学習
等、各学校や施設・団体で希望する内容について、教職員や社会教育団体を
対象とした講習会を実施する。

年間 教職員

・北村山一体として学校教育の情報化を推進するため、北村山地区の全ての
教職員に統一ドメイン（@koumu.kitamurayama.ed.jp）のアカウントを発行し、校
務におけるコミュニケーションツールの一つとしてMicrosoft Teams for
Educationを使用できる環境を整える。

審査会
　11月中旬
表彰式
　12月中旬

学校・社会教育関
係者、一般

・学校教育、社会教育の分野で自作視聴覚教材の制作を奨励し、制作技術の
向上を図る。
・審査会と表彰発表を行う。

随時 -
・地域の伝承行事、伝統芸能、音楽会、記念行事等を映像資料として記録保
存し、学習素材としても提供する。
・県自作視聴覚教材コンクールへの出品を行う。

随時 -
・自作視聴覚教材を中心に公式Youtubeチャンネルにアップロードし、広く映
像資料を提供する。

研
修
会

校務の情報化事業に基づく
校務用アカウントの整備

北村山地区自作視聴覚
教材コンクール

施
設
運
営

運　営　委　員　会

専門部会

施設単位講習会

映画教室

プログラミング教室

視
聴
覚
教
材
制
作
・
保
存
活
動

委
嘱
研
究

教材研究、指導・助言

成果発表会

研
究
と
研
修
活
動

事　業　概　要

事業名

視聴覚教育講演会

授業研究会

外部研修会等への
参加の奨励

小中学校情報教育研修会

ICT活用事例集等への報告

移
動
学
習

自作視聴覚教材のアーカイブ化

自作視聴覚教材の制作

天文教室

実践事例の公開 研究のまとめを要覧やHPに掲載し、管内に広くその成果を公開する。

4
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期日 対象 内容事業名

5月 -
・センター利用案内、事業、委嘱研究のまとめ等を集録し、関係機関に配布す
る。

随時 -

・最新の動向に注目して情報や資料の収集に努め､教育実践に役立てる｡
・専門図書、指導事例集等の資料収集。館内での閲覧が可能。
・各校から提供いただいた学校要覧・研究紀要・学校文集等についてセンター
で保存する。

春のうたたね
プラ寝たリウム

5月 ・朗読とプラネタリウムのコラボレーション企画

映画とプラネタリウムで宮沢賢治の世界へ

銀河鉄道の夜
7月 ・宮沢賢治作品「銀河鉄道の夜」にちなんだプラネタリウム企画

センター50周年記念イベント 9月
・センター開所50周年に合わせた企画
・センター利用協力団体「プラネタリウム・スペース・クラブ」から協力を得てプラ
ネタリウム投影等を行う。

熟睡プラ寝たリウム 11月 ・勤労感謝の日に合わせ睡眠をテーマにしたプラネタリウム企画

ミュージックプラネタリウム 3月 ・音楽とプラネタリウムのコラボレーション企画

年４回
小学生 1～6年

（30名）

・天文情報の送付、合同学習会、観望会を行い、行い天文愛好者の育成と天
文普及を図る。
・センター利用関係団体「北村山天文愛好会」の協力を得て、天体観望を行
う。

土曜開館に
合わせて

（※1）
一般

・土曜開館に合わせ、地域住民にセンター機能を開放するため、プラネタリウ
ムと映画を一般に公開する。
（※1） 映画　10:00～10:25　　プラネタリウム 10:40～11:20

設定日 一般
・開館日は年間30日程度。 開館時間は8:30～12:30。
・地域住民に学習室や教材制作室を開放する。

随時
学校・社会教育関

係者、一般
・学校教育、社会教育関係者に計画的、自主的な研修、研究の場を提供す
る。

年間 教職員、一般
・教科書センターとして、教科書の保管（現行2部、旧版1部）を行う。
・村山教育事務所と連携し教科書展示会（6月中旬）を行う。

年間 教職員、一般
・「北村山子ども美術展」の特別賞受賞作品を展示する。（北村山地区小中学
校造形部会との連携）

随時
学校・社会教育関

係者、一般

・小中学校、社会教育団体等で利用する視聴覚機器材、教材を整備し、学
校、団体等に提供する。
・16ミリ映画、DVD等の教材や、映写機、カメラ等の機器材の購入と貸し出し。

随時 - ・機材、教材等の利用状況をまとめ、センターの整備計画等の参考とする。

年間 教育委員会
・北村山地区内各市町教育委員会及び村山教育事務所と連携し、円滑なセ
ンター運営を図る。

年間  各協議会・団体

・各協議会および団体等と連携し、円滑なセンター運営を図る。
　①北村山地区指導主事連絡協議会
　②市町村教育委員会指導主事連絡協議会
　③全国公立視聴覚センター連絡協議会
　④全国視聴覚教育連盟
　⑤日本教育工学協会
　⑥山形県プラネタリウム連絡協議会
　⑦日本プラネタリウム協議会

年間
センター利用関係

団体

・センター利用関係団体にセンター機能を開放し、育成と資質の向上を図る。
　　①北村山天文愛好会　　②紅花ビデオクラブ
　　③北村山マイコンクラブ　④プラネタリウムスペースクラブ

情
報
提
供
活
動

連
絡
提
携

会員制親子星空教室
　 スターウォッチングクラブ

教科書センターの運用

施
設
利
用

イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

センター利用関係団体との連携

各協議会・団体との連携

教育委員会等との連携

天
文
関
係

機器材、教材等の利用記録

機器材・教材の購入
貸し出し

土曜一般公開
（映画・プラネタリウム）

土曜開館

研修会場の提供

絵画作品等の展示

機
材
・
教
材
利
用

資料の収集、提供

一
般
公
開

要覧（研究集録含む）の発行

一般

（40組）
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期日 対象 内容事業名

5月 -
・センター利用案内、事業、委嘱研究のまとめ等を集録し、関係機関に配布す
る。

随時 -

・最新の動向に注目して情報や資料の収集に努め､教育実践に役立てる｡
・専門図書、指導事例集等の資料収集。館内での閲覧が可能。
・各校から提供いただいた学校要覧・研究紀要・学校文集等についてセンター
で保存する。

春のうたたね
プラ寝たリウム

5月 ・朗読とプラネタリウムのコラボレーション企画

映画とプラネタリウムで宮沢賢治の世界へ

銀河鉄道の夜
7月 ・宮沢賢治作品「銀河鉄道の夜」にちなんだプラネタリウム企画

センター50周年記念イベント 9月
・センター開所50周年に合わせた企画
・センター利用協力団体「プラネタリウム・スペース・クラブ」から協力を得てプラ
ネタリウム投影等を行う。

熟睡プラ寝たリウム 11月 ・勤労感謝の日に合わせ睡眠をテーマにしたプラネタリウム企画

ミュージックプラネタリウム 3月 ・音楽とプラネタリウムのコラボレーション企画

年４回
小学生 1～6年

（30名）

・天文情報の送付、合同学習会、観望会を行い、行い天文愛好者の育成と天
文普及を図る。
・センター利用関係団体「北村山天文愛好会」の協力を得て、天体観望を行
う。

土曜開館に
合わせて

（※1）
一般

・土曜開館に合わせ、地域住民にセンター機能を開放するため、プラネタリウ
ムと映画を一般に公開する。
（※1） 映画　10:00～10:25　　プラネタリウム 10:40～11:20

設定日 一般
・開館日は年間30日程度。 開館時間は8:30～12:30。
・地域住民に学習室や教材制作室を開放する。

随時
学校・社会教育関

係者、一般
・学校教育、社会教育関係者に計画的、自主的な研修、研究の場を提供す
る。

年間 教職員、一般
・教科書センターとして、教科書の保管（現行2部、旧版1部）を行う。
・村山教育事務所と連携し教科書展示会（6月中旬）を行う。

年間 教職員、一般
・「北村山子ども美術展」の特別賞受賞作品を展示する。（北村山地区小中学
校造形部会との連携）

随時
学校・社会教育関

係者、一般

・小中学校、社会教育団体等で利用する視聴覚機器材、教材を整備し、学
校、団体等に提供する。
・16ミリ映画、DVD等の教材や、映写機、カメラ等の機器材の購入と貸し出し。

随時 - ・機材、教材等の利用状況をまとめ、センターの整備計画等の参考とする。

年間 教育委員会
・北村山地区内各市町教育委員会及び村山教育事務所と連携し、円滑なセ
ンター運営を図る。

年間  各協議会・団体

・各協議会および団体等と連携し、円滑なセンター運営を図る。
　①北村山地区指導主事連絡協議会
　②市町村教育委員会指導主事連絡協議会
　③全国公立視聴覚センター連絡協議会
　④全国視聴覚教育連盟
　⑤日本教育工学協会
　⑥山形県プラネタリウム連絡協議会
　⑦日本プラネタリウム協議会

年間
センター利用関係

団体

・センター利用関係団体にセンター機能を開放し、育成と資質の向上を図る。
　　①北村山天文愛好会　　②紅花ビデオクラブ
　　③北村山マイコンクラブ　④プラネタリウムスペースクラブ

情
報
提
供
活
動

連
絡
提
携

会員制親子星空教室
　 スターウォッチングクラブ

教科書センターの運用

施
設
利
用

イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

センター利用関係団体との連携

各協議会・団体との連携

教育委員会等との連携

天
文
関
係

機器材、教材等の利用記録

機器材・教材の購入
貸し出し

土曜一般公開
（映画・プラネタリウム）

土曜開館

研修会場の提供

絵画作品等の展示

機
材
・
教
材
利
用

資料の収集、提供

一
般
公
開

要覧（研究集録含む）の発行

一般

期日 対象 内容事業名

年6回発行

管内幼保施設、
小中高等学校、
周辺文化施設、
センター運営委員、
広域議員、
広域教育委員

・表面に「土曜開館お知らせ」、裏面に「各種イベント」（観望会、イベントプラネ
タリウム等）のチラシを作成し、管内の幼保施設、小中学校等に配布し、セン
ター事業の広報に努める。

チラシ発行に
合わせて

希望者
・メールマガジンやLINEを効果的に活用し、開館情報や、一般公開情報、研
修会情報等を広く告知する。

随時 一般 ・ホームページを活用し、各種情報を発信する。ホームページを活用した情報発信

メールマガジンやLINE等による広報

チラシによる広報

広
報
活
動
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利 用 案 内 
 
１ 研究、研修活動 

施設を利用して次のような研究、研修活動が行うことができます。また、必要に応じて指

導、助言を行っています。 
（１）視聴覚教育に関する研究、研修活動 

（２）視聴覚教材の制作に関する研究、研修活動 

（３）各種機材の操作に関する研究、研修活動 
 

２ 移動学習 

  天文教室や映画教室、プログラミング教室、情報モラル教室などの学習ができます。大型

バスでの送迎も行っています。 

（１）幼保施設、小中学校の移動学習 

ア 天文教室では、プラネタリウムを使い、星の明るさと色の違い、時間の経過による見

える位置の変化、各季節の代表的な星座についての学習が行えます。 

イ 映画教室では、BD・DVD 教材の上映が行えます。 

ウ プログラミング教室では、タブレット端末とプログラミング教育用教材（センサー等）

を用意しており、プログラミングに関する学習が行えます。 

（２）社会教育団体での利用 

ア 子供会、学童保育所、婦人会、高齢者団体、公民館の研修などで利用できます。 

 

３ 教材の制作 

  センター所有の機材を利用して、映像や音声の編集を行い、視聴覚教材を制作することが

できます。 

（１）視聴覚教材の制作 

ア 編集用ソフトウエアが入っているコンピュータを利用して、映像教材や音声教材の編

集ができます。 

イ 専用の機器を利用して、教材として制作された BD・DVD・CD を複製できます。ただし、

著作物の複製はできません。 

（２）大判印刷物の制作 

ア 拡大印刷ができます。（最大サイズ A1） 

イ 横断幕・垂幕の印刷ができます。（最長サイズ 9m） 

 
４ 施設利用 

   構成市町の各教育委員会、各小中学校、学校教育関係機関、社会教育関係機関、公益団体、

官公庁による研修会で、施設内の各部屋をご利用できます。 
（１）第１学習室  （２）第２学習室  （３）視聴覚室  （４）プラネタリウム室 
（５）教材制作室  （６）録音編集室 

５ 教材・機材の貸出 

（１）貸出対象について 
ア 教材は、北村山地区内の学校教育関係機関、社会教育関係機関等の団体、および

北村山地区内に住所を有する個人に対して貸出します。 

イ 機材は、北村山地区内の学校教育関係機関、社会教育関係機関等の団体に対して

貸出します。 

（２）貸出できる教材・機材の種類 

※１ 16mm 映写機や 16mm フィルム教材の貸出時は、15 分程度の操作講習を受けていただきます。 
※２ 北村山視聴覚教育センターで制作した自作視聴覚教材や映像資料等の DVD は、構成市町の各図書

館に置かせていただいております。 

 

（３）貸出期間と貸出数 

  ア 貸出期間 … ７日以内 

  イ 貸 出 数 … ５点以内 

（４）利用の方法 
ア 電話または窓口にて、ご利用されたい教材・機材をお伝えください。（ホームページ内「教

材・機材検索」から、センターで所有する教材・機材を確認することができます。） 

イ 借用・返却時は、直接センターにおいでください。（ＤＶＤは返却ポストを設けています。） 

ウ 返却時は「利用報告書」に利用状況を記入してください。 

 

６ 学習情報の提供 

教育関係や天文関係の専門図書、ICT 活用事例集等の資料が閲覧できます。また、当セン

ターは教科書センターの役割を担っており、各出版社の教科書の閲覧に加え、指導者用及び

学習者用デジタル教科書の操作体験が可能です。 

なお、北村山地区内の各学校からご提供いただいた学校要覧や研究紀要、文集等もセンタ

ー内で保管していますが、閲覧については制限があります。 

 

７ ホームページ等による情報提供 

（１）公式ホームページでの情報提供 

ア 研究及び研修に関する情報 

イ 一般公開に関する情報 

ウ 所有する視聴覚教材・機材の検索 

エ 自作視聴覚教材アーカイブス 

（２）公式 LINE、メールマガジンでの情報提供 

ア 一般公開に関する情報 

イ 天文に関する情報 

（３）公式 YouTube チャンネルでの情報提供 

ア 自作視聴覚教材の公開 

イ 一般公開等の記録映像の公開 

機
材 

・16mm映写機（※１） ・スライド映写機 ・ＤＶＤプレ－ヤー ・ビデオカメラ 

・スクリーン ・ビデオプロジェクター ・音響装置 ・その他 

教
材 

・16mmフィルム教材（※１） ・スライド教材  ・ＤＶＤ、ＢＤ教材（※２） 

・ＬＤ教材  ・紙芝居教材 
　天文教室や映画教室、プログラミング教室などの学習ができます。中型バスでの送迎も行っ
ています。
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利 用 案 内 
 
１ 研究、研修活動 

施設を利用して次のような研究、研修活動が行うことができます。また、必要に応じて指

導、助言を行っています。 
（１）視聴覚教育に関する研究、研修活動 

（２）視聴覚教材の制作に関する研究、研修活動 

（３）各種機材の操作に関する研究、研修活動 
 

２ 移動学習 

  天文教室や映画教室、プログラミング教室、情報モラル教室などの学習ができます。大型

バスでの送迎も行っています。 

（１）幼保施設、小中学校の移動学習 

ア 天文教室では、プラネタリウムを使い、星の明るさと色の違い、時間の経過による見

える位置の変化、各季節の代表的な星座についての学習が行えます。 

イ 映画教室では、BD・DVD 教材の上映が行えます。 

ウ プログラミング教室では、タブレット端末とプログラミング教育用教材（センサー等）

を用意しており、プログラミングに関する学習が行えます。 

（２）社会教育団体での利用 

ア 子供会、学童保育所、婦人会、高齢者団体、公民館の研修などで利用できます。 

 

３ 教材の制作 

  センター所有の機材を利用して、映像や音声の編集を行い、視聴覚教材を制作することが

できます。 

（１）視聴覚教材の制作 

ア 編集用ソフトウエアが入っているコンピュータを利用して、映像教材や音声教材の編

集ができます。 

イ 専用の機器を利用して、教材として制作された BD・DVD・CD を複製できます。ただし、

著作物の複製はできません。 

（２）大判印刷物の制作 

ア 拡大印刷ができます。（最大サイズ A1） 

イ 横断幕・垂幕の印刷ができます。（最長サイズ 9m） 

 
４ 施設利用 

   構成市町の各教育委員会、各小中学校、学校教育関係機関、社会教育関係機関、公益団体、

官公庁による研修会で、施設内の各部屋をご利用できます。 
（１）第１学習室  （２）第２学習室  （３）視聴覚室  （４）プラネタリウム室 
（５）教材制作室  （６）録音編集室 

５ 教材・機材の貸出 

（１）貸出対象について 
ア 教材は、北村山地区内の学校教育関係機関、社会教育関係機関等の団体、および

北村山地区内に住所を有する個人に対して貸出します。 

イ 機材は、北村山地区内の学校教育関係機関、社会教育関係機関等の団体に対して

貸出します。 

（２）貸出できる教材・機材の種類 

※１ 16mm 映写機や 16mm フィルム教材の貸出時は、15 分程度の操作講習を受けていただきます。 
※２ 北村山視聴覚教育センターで制作した自作視聴覚教材や映像資料等の DVD は、構成市町の各図書

館に置かせていただいております。 

 

（３）貸出期間と貸出数 

  ア 貸出期間 … ７日以内 

  イ 貸 出 数 … ５点以内 

（４）利用の方法 
ア 電話または窓口にて、ご利用されたい教材・機材をお伝えください。（ホームページ内「教

材・機材検索」から、センターで所有する教材・機材を確認することができます。） 

イ 借用・返却時は、直接センターにおいでください。（ＤＶＤは返却ポストを設けています。） 

ウ 返却時は「利用報告書」に利用状況を記入してください。 

 

６ 学習情報の提供 

教育関係や天文関係の専門図書、ICT 活用事例集等の資料が閲覧できます。また、当セン

ターは教科書センターの役割を担っており、各出版社の教科書の閲覧に加え、指導者用及び

学習者用デジタル教科書の操作体験が可能です。 

なお、北村山地区内の各学校からご提供いただいた学校要覧や研究紀要、文集等もセンタ

ー内で保管していますが、閲覧については制限があります。 

 

７ ホームページ等による情報提供 

（１）公式ホームページでの情報提供 

ア 研究及び研修に関する情報 

イ 一般公開に関する情報 

ウ 所有する視聴覚教材・機材の検索 

エ 自作視聴覚教材アーカイブス 

（２）公式 LINE、メールマガジンでの情報提供 

ア 一般公開に関する情報 

イ 天文に関する情報 

（３）公式 YouTube チャンネルでの情報提供 

ア 自作視聴覚教材の公開 

イ 一般公開等の記録映像の公開 

機
材 

・16mm映写機（※１） ・スライド映写機 ・ＤＶＤプレ－ヤー ・ビデオカメラ 

・スクリーン ・ビデオプロジェクター ・音響装置 ・その他 

教
材 

・16mmフィルム教材（※１） ・スライド教材  ・ＤＶＤ、ＢＤ教材（※２） 

・ＬＤ教材  ・紙芝居教材 
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利 用 手 続 き 

 
１ 利用時間 

 
  平 日   ８時３０分 ～ １７時１５分 

（※土曜一般公開設定日  ８時３０分 ～ １２時３０分） 
 
 
２ 休館日 

 
 （１）日曜日及び土曜日 

（２）国民の祝・休日 
（３）年末年始休み（12月 29 日～1月 3日） 

 （４）その他必要に応じて定める臨時休館日 
 
 
３ センター使用許可範囲 

 
  北村山地区内の教育委員会、小中学校、教育関係機関、社会教育関係機関、公益団体、

官公庁、その他、特に必要と認めたものが使用するもので、団体及び所属長の申請によ

るもの。 
 
 
４ プラネタリウム使用料 

 

 （１）小中学校児童生徒、幼保 ………………………1人 1回 50 円 

 （２）高等学校生徒以上 ………………………………1人 1回 110 円 

次に掲げる場合は、上記の使用料を免除(減免)します（条例施行規則第 3条） 

（１）北村山地区内市町の職員及び公益団体、官公庁、その他特に必要と認めたも

のが使用するもので、団体及び所属長の申請によるもの。 

（２）北村山地区内教育関係機関及び社会教育関係団体等が使用するもので、機

関・団体等の長の申請によるもの。 

以上は、1回につき 20名以上とする。（ただし、2団体の積算でもよい。） 
（３）北村山地区内幼保施設、小中学校等の幼児、児童生徒が使用するもので、当

該施設、学校等の長の申請によるもの。 
 
 
５ 移動学習送迎用バスの使用 

 
（１）北村山視聴覚教育センターの移動学習を利用する地区内小中学校児童生徒を原則

とし、状況により関係市町、管内各教育委員会、教育関係機関、幼稚園・保育園

等の幼保施設、社会教育団体、その他特に必要と認めたものが使用する。 
（２）運行区間は、センターと地区内小中学校、各幼保施設、公民館（地区公民館を含

む）、関係市役所、町役場及び本教育委員会が、特に必要と認めた区間とする。 

（３）送迎バスを利用する場合は使用日の前月 20日までに規定の用紙で申し込む。ただ

し、緊急の場合はこの限りではない。 

機材・機材の所有状況 

 

１ 貸出用機材 （ ）内は個数 

16 ミリ用映写機 クセノンタイプ(3) 映写台(2) 

スライド映写機 サウンド付き(1) 

ビデオカメラ デジタルビデオカメラ(4) ビデオ用三脚(10) 

デジタルカメラ デジタルカメラ(6) 

音響機器 

 

ワイヤレスアンプ(2) キャリングアンプセット(3) 

ポータブル PAシステム(1) ホーン型スピーカー(2) 

CD 付きラジカセ(1) リニア PCM レコーダー(1) 

トランシーバ(4) 

プロジェクター 
6200lm(2) 5000lm(1) 2600lm(1) 短焦点型 300lm(2) 

DVD プレーヤー一体型(2) 

スクリーン 布スクリーン(3) 自立式(8) 

マイク、スタンド他 

ボーカルマイク(4) ダイナミックマイク(2)  

コンデンサーマイク(2) ワイヤレスピンマイク(2) 

ワイヤレスマイク(2) マイクスタンド(5) 

卓上マイクスタンド(2) 

コンピュータ機器 

BD・DVD・CD 複製機(1) HDMI キャプチャ(1) 

動画用配信機材セット(2) LAN ケーブル 70m(1) 

HDMI ケーブル 10m(3) HDMI 延長アダプタ(2) 

HDMI エクステンダーセット(2) ノートパソコン(1) 

書画カメラ(2) 

展示用パネル 展示用パネル(7) 一字型パネル足(8) 十字型パネル足(4) 

マイクケーブル マイクケーブル(9) 

その他機器材 
音声ケーブル(3) 映像ケーブル(1) 映像音声ケーブル(1) 

電工ドラム(6) レーザーポインター(3) 

 

 

２ 貸出用教材 

16 ミリ映画 520 本 

スライド・紙芝居 89 組 

LD・DVD 教材、コンピュータソフト教材 2,026 枚 

 

貸出教材・機材の最新の状況は、ホームページの「教材・機材検索」からご確認いただけます。 
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利 用 手 続 き 

 
１ 利用時間 

 
  平 日   ８時３０分 ～ １７時１５分 

（※土曜一般公開設定日  ８時３０分 ～ １２時３０分） 
 
 
２ 休館日 

 
 （１）日曜日及び土曜日 

（２）国民の祝・休日 
（３）年末年始休み（12月 29 日～1月 3日） 

 （４）その他必要に応じて定める臨時休館日 
 
 
３ センター使用許可範囲 

 
  北村山地区内の教育委員会、小中学校、教育関係機関、社会教育関係機関、公益団体、

官公庁、その他、特に必要と認めたものが使用するもので、団体及び所属長の申請によ

るもの。 
 
 
４ プラネタリウム使用料 

 

 （１）小中学校児童生徒、幼保 ………………………1人 1回 50 円 

 （２）高等学校生徒以上 ………………………………1人 1回 110 円 

次に掲げる場合は、上記の使用料を免除(減免)します（条例施行規則第 3条） 

（１）北村山地区内市町の職員及び公益団体、官公庁、その他特に必要と認めたも

のが使用するもので、団体及び所属長の申請によるもの。 

（２）北村山地区内教育関係機関及び社会教育関係団体等が使用するもので、機

関・団体等の長の申請によるもの。 

以上は、1回につき 20名以上とする。（ただし、2団体の積算でもよい。） 
（３）北村山地区内幼保施設、小中学校等の幼児、児童生徒が使用するもので、当

該施設、学校等の長の申請によるもの。 
 
 
５ 移動学習送迎用バスの使用 

 
（１）北村山視聴覚教育センターの移動学習を利用する地区内小中学校児童生徒を原則

とし、状況により関係市町、管内各教育委員会、教育関係機関、幼稚園・保育園

等の幼保施設、社会教育団体、その他特に必要と認めたものが使用する。 
（２）運行区間は、センターと地区内小中学校、各幼保施設、公民館（地区公民館を含

む）、関係市役所、町役場及び本教育委員会が、特に必要と認めた区間とする。 

（３）送迎バスを利用する場合は使用日の前月 20日までに規定の用紙で申し込む。ただ

し、緊急の場合はこの限りではない。 

機材・機材の所有状況 

 

１ 貸出用機材 （ ）内は個数 

16 ミリ用映写機 クセノンタイプ(3) 映写台(2) 

スライド映写機 サウンド付き(1) 

ビデオカメラ デジタルビデオカメラ(4) ビデオ用三脚(10) 

デジタルカメラ デジタルカメラ(6) 

音響機器 

 

ワイヤレスアンプ(2) キャリングアンプセット(3) 

ポータブル PAシステム(1) ホーン型スピーカー(2) 

CD 付きラジカセ(1) リニア PCM レコーダー(1) 

トランシーバ(4) 

プロジェクター 
6200lm(2) 5000lm(1) 2600lm(1) 短焦点型 300lm(2) 

DVD プレーヤー一体型(2) 

スクリーン 布スクリーン(3) 自立式(8) 

マイク、スタンド他 

ボーカルマイク(4) ダイナミックマイク(2)  

コンデンサーマイク(2) ワイヤレスピンマイク(2) 

ワイヤレスマイク(2) マイクスタンド(5) 

卓上マイクスタンド(2) 

コンピュータ機器 

BD・DVD・CD 複製機(1) HDMI キャプチャ(1) 

動画用配信機材セット(2) LAN ケーブル 70m(1) 

HDMI ケーブル 10m(3) HDMI 延長アダプタ(2) 

HDMI エクステンダーセット(2) ノートパソコン(1) 

書画カメラ(2) 

展示用パネル 展示用パネル(7) 一字型パネル足(8) 十字型パネル足(4) 

マイクケーブル マイクケーブル(9) 

その他機器材 
音声ケーブル(3) 映像ケーブル(1) 映像音声ケーブル(1) 

電工ドラム(6) レーザーポインター(3) 

 

 

２ 貸出用教材 

16 ミリ映画 520 本 

スライド・紙芝居 89 組 

LD・DVD 教材、コンピュータソフト教材 2,026 枚 

 

貸出教材・機材の最新の状況は、ホームページの「教材・機材検索」からご確認いただけます。 

 

 

 

北村山視聴覚教育センター沿革 

 

昭和 28 年 北村山視聴覚ライブラリー協議会結成（学校教育） 

昭和 37 年 11 月 北村山地区視聴覚教育協議会発足 

昭和 46 年 7 月 北村山広域市町村圏の決定 

昭和 46 年 8 月 北村山広域行政協議会の設置 

昭和 47 年 3 月 北村山広域市町村圏計画の策定 

昭和 48 年 3 月 北村山広域行政協議会の廃止 

昭和 48 年 4 月 北村山広域行政事務組合設立 

昭和 48 年 9 月 北村山視聴覚教育センター建設着工 

昭和 49 年 3 月 北村山視聴覚教育センター完成 

昭和 49 年 4 月 北村山視聴覚教育センター開所 

昭和 49 年 9 月 小学 5年生必修天文学習開始 

昭和 50 年 11 月 自作ビデオ教材の制作始まる 

昭和 51 年 4 月 研究協力校制度始まる 

昭和 51 年 5 月 プラネタリウム連絡協議会全国大会開催 

昭和 51 年 10 月 東北地区視聴覚ライブラリー研究協議会開催 

昭和 53 年 4 月 委嘱研究員制度始まる 

昭和 54 年 4 月 財団法人北村山教育会の事務局が北村山視聴覚教育センターになる 

昭和 55 年 11 月 1980 年視聴覚教育賞（文部大臣賞）受賞 

昭和 57 年 7 月 東北地区視聴覚ライブラリー研究協議会開催 

昭和 58 年 11 月 全国自作視聴覚教材コンクールで文部大臣賞受賞 

昭和 60 年 7 月 紅花ビデオクラブとの共同制作教材が 1980AVCC 

           自作視聴覚教材コンクールで文部大臣賞受賞 

昭和 63 年 11 月 全国自作視聴覚教材コンクールで文部大臣賞受賞 

平成元年 オープン 15 周年記念事業を実施 

平成 5年 11 月 全国視聴覚教育研究会北村山大会の開催 

平成 6年 オープン 20 周年記念事業を実施 

平成 7年 10 月 全国視聴覚センター研究協議会、放送教育東北大会の開催 

平成 9年 全国自作視聴覚教材コンクールに 15 年連続入賞 

平成 11 年 10 月  オープン 25 周年記念事業を実施 

平成 12 年 北村山視聴覚教育センターホームページ開設 

平成 15 年 4 月 機材・教材貸し出し管理バーコードシステム導入 

平成 15 年 11 月 全国視聴覚教育連盟創立 50 周年記念事業において特別功労賞を受賞 

平成 16 年 7 月 オープン 30 周年記念事業を実施 

平成 18 年 1 月  センター大規模改修工事を施工 

平成 18 年 9 月  全国自作視聴覚教材コンクールで文部科学大臣賞受賞 

平成 20 年 8 月  山形県教育研究所連盟研究発表大会を開催 

平成 23 年 1 月  センター利用者 100 万人達成 
平成 23 年 4 月  寄附金を基に北村山教育会基金を設立 

平成 26 年  オープン 40 周年記念事業を実施 

平成 27 年 3 月  サタデープラネタリウム来館者 3万人を達成 

平成 31 年 3 月  プラネタリウム本体恒星・惑星等投映器光源の LED 化 

令和 2年 3月  プラネタリウム室椅子リニューアル 

令和 2年 10 月  プラネタリウム室・視聴覚室の空調設備工事 

令和 3年 3月  北村山視聴覚教育センターホームページリニューアル 
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３ 施設内の機器材 

教材展示室 
ディスプレイ型電子黒板（65インチ） 

視聴コーナー（DVD プレーヤー、モニター） 

機器材保管室 16 ミリフィルム検査機  紙折り機  裁断機 

視聴覚室 16 ミリ映写機  BD・DVD プレーヤー  アンプ  モニター 

教材制作室 

教材制作用コンピュータ  BD・DVD・CD 複製機  研磨機 

フィルム対応スキャナー レーベルプリンター 大判プリンター

各種再生機（DVD、BD、LD、VHS 等）  液晶テレビ 

天体・ビデオ 

準備室 

業務用ビデオカメラ  業務用三脚 

天体望遠鏡  反射望遠鏡  大型双眼鏡 

録音編集室 
アンプ スピーカー ミキサー カセットデッキ

CD プレーヤー  トレース台  液晶テレビ 

プラネタ 

リウム室

プラネタリウム（コニカミノルタ製 MS-8 LED） 

回転スライド ズームスライド 星座絵 流星 火球 太陽 

月 オーロラ 

音響装置 プロジェクター CD プレーヤー 

第 1学習室 ディスプレイ型電子黒板（65インチ） DVD・BD レコーダー 

第 2学習室 

プロジェクター型電子黒板 ディスプレイ型電子黒板（80 インチ） 

プロジェクター DVD・BD レコーダー 音響設備 

学習用タブレット PC(40 台) 研修用ノート PC(10 台) 

車庫 バス(1 台)  公用車(2台) 

センター利用関係団体

名 称 結成年月 会 長 会員数 主 な 活 動

１ 北村山天文愛好会 昭和51年７月 寒河江 秀壽 70人

・ 共同観測会、星空キャンプ

・ 天文写真撮影

・ 地域の観望会への協力

・ 会報の発行

・ センター事業への協力

２
プラネタリウム・

スペース・クラブ
昭和56年４月 高 嶋 和 夫 10人

・ プラネタリウム番組の制作

・ 他施設への見学 研修

・ センター事業への協力

３ 紅花ビデオクラブ 昭和59年３月 太 田 豊 美 15人

・ 映像コンテンツの制作

・ 研修会の実施

・ センター事業への協力

４ 北村山マイコンクラブ 昭和59年４月 日 塔 常 喜 18人

・ コンピュータ利用の研究実践

・ メーリングリストでの情報交換

・ センター事業への協力
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３ 施設内の機器材 

 

教材展示室 
ディスプレイ型電子黒板（65インチ） 

視聴コーナー（DVD プレーヤー、モニター） 

 

機器材保管室 16 ミリフィルム検査機  紙折り機  裁断機  

 

視聴覚室 16 ミリ映写機  BD・DVD プレーヤー  アンプ  モニター 

 

教材制作室 

教材制作用コンピュータ  BD・DVD・CD 複製機  研磨機 

フィルム対応スキャナー レーベルプリンター 大判プリンター 

各種再生機（DVD、BD、LD、VHS 等）  液晶テレビ 

 

天体・ビデオ 

準備室 

業務用ビデオカメラ  業務用三脚 

天体望遠鏡  反射望遠鏡  大型双眼鏡 

 

録音編集室 
アンプ  スピーカー  ミキサー  カセットデッキ 

CD プレーヤー  トレース台  液晶テレビ 

 

プラネタ 

リウム室 

プラネタリウム（コニカミノルタ製 MS-8 LED） 

回転スライド ズームスライド 星座絵 流星 火球 太陽 

月 オーロラ 

音響装置 プロジェクター CD プレーヤー 

 

第 1 学習室 ディスプレイ型電子黒板（65インチ） DVD・BD レコーダー 

 

第 2 学習室 

プロジェクター型電子黒板 ディスプレイ型電子黒板（80 インチ） 

プロジェクター DVD・BD レコーダー 音響設備 

学習用タブレット PC(40 台) 研修用ノート PC(10 台) 

 

車庫 バス(1 台)  公用車(2台) 

 

 センター利用関係団体  

 

     名     称 結成年月 会  長  会員数         主  な  活  動 

１ 北村山天文愛好会  昭和51年７月 寒河江 秀壽   70人 

・ 共同観測会、星空キャンプ 
・ 天文写真撮影 
・ 地域の観望会への協力 
・ 会報の発行 
・ センター事業への協力 

２ 
プラネタリウム・ 

スペース・クラブ 
 昭和56年４月 高 嶋 和 夫   10人 

・ プラネタリウム番組の制作 
・ 他施設への見学 研修 
・ センター事業への協力 

３ 紅花ビデオクラブ  昭和59年３月 太 田 豊 美   15人 

・ 映像コンテンツの制作 
・ 研修会の実施 
・ センター事業への協力 

４ 北村山マイコンクラブ  昭和59年４月 日 塔 常 喜   18人 

・ コンピュータ利用の研究実践 
・ メーリングリストでの情報交換 
・ センター事業への協力 
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令令和和５５年年度度ののああゆゆみみ  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



 

  

  

令令和和５５年年度度ののああゆゆみみ  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



  



  

委嘱研究授業研究会（楯岡中）

委嘱研究事業

各研修事業

移動学習

プログラミング学習

視聴覚教育講演会
講師 静岡大学 塩田真吾 准教授

北村山天文愛好会の協力のもと
恒星や惑星の観望会を実施

スターウォッチングクラブ

ミュージックプラネタリウム
（ゲスト 庄司 紗千 氏）

イベントプラネタリウム

視聴覚教材制作推進事業

北村山地区自作視聴覚教材コンクール
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開所からの利用状況（昭和 49 年～令和 5 年度） 

 

 
 

 

(年度) 

(年度) 

   会議の経過等  
 

 

１ 運営委員会 

回 期  日 内   容 

第１回 
令和５年 
５月２４日 

・令和５年度センター事業計画について 

第２回 
令和６年 
１月３１日 

［オンライン会議］ 
・令和５年度センター事業報告について 
・令和６年度センター事業計画（案）について 

 

 

２ 各専門部会 

  《学校教育専門部会》  

回 期  日 内   容 

第１回 
令和５年 

５月１７日 
［オンライン会議］ 
・今年度の事業計画について 

第２回 
令和５年 
 ７月２８日 

［オンライン会議］ 
・学習者用端末の活用に関する調査研究活動について 

第３回 
令和６年 
 １月２３日 

［オンライン会議］ 
・学習者用端末の活用、および校務の情報化の調査研究に関する報告会 

   

《社会教育専門部会》  

回 期  日 内   容 

第１回 
令和５年 
５月１８日 

・今年度の事業計画について 
・視聴覚機器の操作に関する研修 

第２回 
令和５年 
１１月２７日 

・自作視聴覚教材の制作に係るナレーション録音作業 

第３回 
令和５年 
１１月２９日 

・自作視聴覚教材の制作に係る編集作業 

 

 

３ 視聴覚教育委嘱研究 

回 期  日 内   容 

第１回 
令和５年 

５月１６日 
研修会 
・２年次の研究の進め方について 

第２回 
令和５年 

９月２０日 

公開授業研究会① 
村山市立楯岡中学校 阿部 友典 教諭（２年次） 
 「生徒が主体的に学び、交流するための効果的なICT活用」 

第３回 
令和５年 
１０月２４日 

公開授業研究会② 
東根市立第二中学校 松村 侑 教諭（２年次） 

「自分の考えを共有し、学びを深化させるための効果的な端末活用」 

第４回 
令和５年 
１１月９日 

公開授業研究会③ 
大石田町立大石田小学校 東谷 大輔 教諭（２年次） 
「学びを進められる子供の育成」 

第５回 
令和５年 
１１月２８日 

公開授業研究会④ 
 尾花沢市立尾花沢小学校 鈴木 千畝 教諭（２年次） 
  「共同編集機能を用いた個別最適な学びの実現」 
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開所からの利用状況（昭和 49 年～令和 5 年度） 

 

 
 

 

(年度) 

(年度) 

   会議の経過等  
 

 

１ 運営委員会 

回 期  日 内   容 

第１回 
令和５年 
５月２４日 

・令和５年度センター事業計画について 

第２回 
令和６年 
１月３１日 

［オンライン会議］ 
・令和５年度センター事業報告について 
・令和６年度センター事業計画（案）について 

 

 

２ 各専門部会 

  《学校教育専門部会》  

回 期  日 内   容 

第１回 
令和５年 
５月１７日 

［オンライン会議］ 
・今年度の事業計画について 

第２回 
令和５年 
 ７月２８日 

［オンライン会議］ 
・学習者用端末の活用に関する調査研究活動について 

第３回 
令和６年 
 １月２３日 

［オンライン会議］ 
・学習者用端末の活用、および校務の情報化の調査研究に関する報告会 

   

《社会教育専門部会》  

回 期  日 内   容 

第１回 
令和５年 
５月１８日 

・今年度の事業計画について 
・視聴覚機器の操作に関する研修 

第２回 
令和５年 
１１月２７日 

・自作視聴覚教材の制作に係るナレーション録音作業 

第３回 
令和５年 
１１月２９日 

・自作視聴覚教材の制作に係る編集作業 

 

 

３ 視聴覚教育委嘱研究 

回 期  日 内   容 

第１回 
令和５年 
５月１６日 

研修会 
・２年次の研究の進め方について 

第２回 
令和５年 
９月２０日 

公開授業研究会① 
村山市立楯岡中学校 阿部 友典 教諭（２年次） 
 「生徒が主体的に学び、交流するための効果的なICT活用」 

第３回 
令和５年 
１０月２４日 

公開授業研究会② 
東根市立第二中学校 松村 侑 教諭（２年次） 

「自分の考えを共有し、学びを深化させるための効果的な端末活用」 

第４回 
令和５年 
１１月９日 

公開授業研究会③ 
大石田町立大石田小学校 東谷 大輔 教諭（２年次） 

「学びを進められる子供の育成」 

第５回 
令和５年 
１１月２８日 

公開授業研究会④ 
 尾花沢市立尾花沢小学校 鈴木 千畝 教諭（２年次） 
  「共同編集機能を用いた個別最適な学びの実現」 

 

 

 

─ 25 ─



小・中学校　106回（98回） 管内幼保施設　35回（33回） 社会教育施設等　18回（20回）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
午
前

午
後

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
午
前

午
後

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
午
前

福原小
３年生

大石田小
２年生

午
後

福原小
６年生

小田島小
５年生

福原小
４年生

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
午
前

東根中部小
４年１組

高崎小
４年生

東根中部小
４年２組

西郷小
２年生

大森小
４年４組

常盤小
３・４年生

宮沢小
１年生

福原小
２年生

大石田小
４年生

戸沢小
４年生

午
後

長瀞小
４年生

小田島小
４年生

大森小
４年３組

尾花沢小
４年１組

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
午
前

いきいきサロン

北町悠友会

大ケヤキ
学童クラブ

大ケヤキ
学童クラブ

午
後

尾花沢地区
公民館

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
午
前

玉野小
４年生

児童発達支援
事業所いずみ

袖崎小
１年生

楯岡小
５年１組

楯岡小
５年２組

楯岡小
５年３組

玉野小
１年生

神町小
４年１組

神町小
４年２組

午
後

宮沢小
２・３年生

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
午
前

大石田
保育園

ふたば袖崎
保育園

湯沢ふれあい
サロン

ひばり
保育園

しょうよう
保育園

ふたば横山
保育園

ふたば
保育園

午
後

福原小
６年生

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
午
前

はやま認定
こども園

ひがしね
幼稚園

神町
幼稚園

ひまわり
幼児園

さくら
こども園

ひまわり
保育園

午
後

西郷小
５年生

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
午
前

長瀞小
６年生

袖崎小
４年生

冨本小
５・６年生

大石田南小
１・２年生

西郷小
６年生

河北
幼稚園

常盤小
１年生

河北
幼稚園

河北
幼稚園

冨本小
１・２年生

午
後

小田島小
６年生

十日町老人
クラブ淡交会

西郷小
３年生

大石田南小
５・６年

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
午
前

午
後

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
午
前

西郷小
１年生

戸沢小
３年生

東根市
適応指導教室

まちねっと
神町

大石田小
５年生

午
後

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
午
前

長瀞南十字
サロン

午
後

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

3
月

11
月

12
月

1
月

2
月

9
月

10
月

5
月

6
月

7
月

8
月

4
月

移動学習実績表

管外施設　4回（5回） 合計　157回（149回） (　)内は前年同期比

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

つながる
アカデミー

常盤小
５・６年生

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

富並小
３・４年生

東郷小
４年生

大石田小
１年生

さわやかクラブ

ふつかまち

東根中部小
４年３組

大森小
４年１組

大森小
４年２組

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

楯岡小
４年１組

楯岡小
４年２組

楯岡小
４年３組

常盤小
２年生

駅西お茶のみ
サロン

尾花沢小
４年２組

福原小
４年生

たかだま
幼稚園

横町
子供会

高崎学童
クラブ

高崎学童
クラブ

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

戸沢小
１年生

戸沢小
２年生

玉野小
２年生

西郷小
４年生

東根市適応
指導教室

玉野小
５・６年生

楯岡小
６年１組

福原小
１年生

やなぎ
さくら会

玉野小
３年生

大石田北小
５・６年生

大石田北小
１・２年生

大石田北小
３・４年生

楯岡小
６年２組

楯岡小
６年３組

水 木 金 土 日 月 火 日 木 金 土 日 月 火 水 木

袖崎小
２・３年生

東根小
４年１組

東根小
４年２組

東根小
４年３組

大石田小
３年生

富並小
１・２年生

冨本小
３・４年生

大久保小
４年生

大石田南小
３・４年生

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

楯岡
幼稚園

輝認定
こども園

西郷認定
こども園

神町
保育所

さくらんぼ
保育所

認定こども園
おだしま

おおとみ
保育園

大ケヤキ
中央保育園

ひがしね
こども園

長瀞児童
センター

尾花沢市
適応指導教室

宮沢小
４年生

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

よつば
こども園

おもだか
保育園

さくら保育園

ときわ保育園

玉野保育園

ふたば大高根
保育園

あおぞら
こども園

なかよし
保育園

ひがしね
保育所

尾花沢
幼稚園

富並小
５・６年生

宮沢小
５・６年生

大槇ふれあい
サロン

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

袖崎小
５・６年生

村山市サロン
つどい

放課後DS
たいよう

小田島小
４年生

村山市総合福祉

支援センター

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

大富小
６年生

大富小
４年生

大石田小
６年生

大富小
５年生

高崎小
６年生

大森小
４年１組

大森小
４年２組

大森小
４年３組

大森小
４年４組

長瀞小
５年生

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

はやま認
定こども園

ひがしね幼
稚園

大石田小
４年生

神町幼稚園
戸沢小
５年生

戸沢小
６年生

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

令和6年3月31日現在

移動学習実績表
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小・中学校　106回（98回） 管内幼保施設　35回（33回） 社会教育施設等　18回（20回）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
午
前

午
後

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
午
前

午
後

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
午
前

福原小
３年生

大石田小
２年生

午
後

福原小
６年生

小田島小
５年生

福原小
４年生

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
午
前

東根中部小
４年１組

高崎小
４年生

東根中部小
４年２組

西郷小
２年生

大森小
４年４組

常盤小
３・４年生

宮沢小
１年生

福原小
２年生

大石田小
４年生

戸沢小
４年生

午
後

長瀞小
４年生

小田島小
４年生

大森小
４年３組

尾花沢小
４年１組

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
午
前

いきいきサロン

北町悠友会

大ケヤキ
学童クラブ

大ケヤキ
学童クラブ

午
後

尾花沢地区
公民館

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
午
前

玉野小
４年生

児童発達支援
事業所いずみ

袖崎小
１年生

楯岡小
５年１組

楯岡小
５年２組

楯岡小
５年３組

玉野小
１年生

神町小
４年１組

神町小
４年２組

午
後

宮沢小
２・３年生

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
午
前

大石田
保育園

ふたば袖崎
保育園

湯沢ふれあい
サロン

ひばり
保育園

しょうよう
保育園

ふたば横山
保育園

ふたば
保育園

午
後

福原小
６年生

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
午
前

はやま認定
こども園

ひがしね
幼稚園

神町
幼稚園

ひまわり
幼児園

さくら
こども園

ひまわり
保育園

午
後

西郷小
５年生

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
午
前

長瀞小
６年生

袖崎小
４年生

冨本小
５・６年生

大石田南小
１・２年生

西郷小
６年生

河北
幼稚園

常盤小
１年生

河北
幼稚園

河北
幼稚園

冨本小
１・２年生

午
後

小田島小
６年生

十日町老人
クラブ淡交会

西郷小
３年生

大石田南小
５・６年

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
午
前

午
後

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
午
前

西郷小
１年生

戸沢小
３年生

東根市
適応指導教室

まちねっと
神町

大石田小
５年生

午
後

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
午
前

長瀞南十字
サロン

午
後

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

3
月

11
月

12
月

1
月

2
月

9
月

10
月

5
月

6
月

7
月

8
月

4
月

移動学習実績表

管外施設　4回（5回） 合計　157回（149回） (　)内は前年同期比

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

つながる
アカデミー

常盤小
５・６年生

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

富並小
３・４年生

東郷小
４年生

大石田小
１年生

さわやかクラブ

ふつかまち

東根中部小
４年３組

大森小
４年１組

大森小
４年２組

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

楯岡小
４年１組

楯岡小
４年２組

楯岡小
４年３組

常盤小
２年生

駅西お茶のみ
サロン

尾花沢小
４年２組

福原小
４年生

たかだま
幼稚園

横町
子供会

高崎学童
クラブ

高崎学童
クラブ

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

戸沢小
１年生

戸沢小
２年生

玉野小
２年生

西郷小
４年生

東根市適応
指導教室

玉野小
５・６年生

楯岡小
６年１組

福原小
１年生

やなぎ
さくら会

玉野小
３年生

大石田北小
５・６年生

大石田北小
１・２年生

大石田北小
３・４年生

楯岡小
６年２組

楯岡小
６年３組

水 木 金 土 日 月 火 日 木 金 土 日 月 火 水 木

袖崎小
２・３年生

東根小
４年１組

東根小
４年２組

東根小
４年３組

大石田小
３年生

富並小
１・２年生

冨本小
３・４年生

大久保小
４年生

大石田南小
３・４年生

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

楯岡
幼稚園

輝認定
こども園

西郷認定
こども園

神町
保育所

さくらんぼ
保育所

認定こども園
おだしま

おおとみ
保育園

大ケヤキ
中央保育園

ひがしね
こども園

長瀞児童
センター

尾花沢市
適応指導教室

宮沢小
４年生

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

よつば
こども園

おもだか
保育園

さくら保育園

ときわ保育園

玉野保育園

ふたば大高根
保育園

あおぞら
こども園

なかよし
保育園

ひがしね
保育所

尾花沢
幼稚園

富並小
５・６年生

宮沢小
５・６年生

大槇ふれあい
サロン

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

袖崎小
５・６年生

村山市サロン
つどい

放課後DS
たいよう

小田島小
４年生

村山市総合福祉

支援センター

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

大富小
６年生

大富小
４年生

大石田小
６年生

大富小
５年生

高崎小
６年生

大森小
４年１組

大森小
４年２組

大森小
４年３組

大森小
４年４組

長瀞小
５年生

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

はやま認
定こども園

ひがしね幼
稚園

大石田小
４年生

神町幼稚園
戸沢小
５年生

戸沢小
６年生

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

令和6年3月31日現在
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（令和6年3月31日現在）

期日 対象 参加人数 内容

5月24日
1月31日

運営委員
23人
19人

・センターの運営・事業内容等に対する意見交換及び検討を行った。

5月17日
7月28日
1月23日

学校教育
専門部員

8人
7人
8人

・部員は各市町より推薦された教員(5名)と指導主事(4名)。
・総合的な学習の時間における学習者用端末の利用と、校務の情報化に関す
る調査・研究を行った。

5月18日
11月27日
11月29日

社会教育
専門部員

4人
4人
4人

・部員は各市町より推薦された社会教育関係職員(4名)。
・北村山の「温泉」をテーマにした自作視聴覚教材の制作を行った。

9月20日

10月24日

11月9日

11月28日

委嘱研究員、教
職員

17人

15人

17人

19人

・阿部　友典　教諭（村山市立楯岡中学校）
　「生徒が主体的に学び、交流するための効果的なICT活用」
・松村　侑　教諭（東根市立第二中学校）
　「自分の考えを共有し、学びを深化させるための効果的な端末活用」
・東谷　大輔　教諭（大石田町立大石田小学校）
　「学びを進められる子供の育成」
・鈴木　千畝　教諭（尾花沢市立尾花沢小学校）
　「共同編集機能を用いた個別最適な学びの実現」

2月14日
委嘱研究員、教

職員
23人

・研修の成果を発表する場を設け、管内に広くその成果を公開する。
・地区教育研究会メディア教育部会との共催での開催。

3月 委嘱研究員 -
・研究の成果をICT活用事例集等へ掲載し、管内に広くその成果を公開す
る。

年間
3,016人
（134回）

・プラネタリウム投影を行い、天文教育と情操教育を行った。

年間
1,413人
（52回）

・視聴覚教材（16ミリフィルム、DVD等）の上映を行い、各種学習に役立て
た。

年間
212人

（12回）
・情報の科学的理解と、情報活用の基礎となる情報手段の特性に関する学習
を行った。

年間
1,076人
（57回）

・主に学習指導要領に例示されている内容についてのプログラミング学習を
行った。

5月11日 教職員 37人
・各校の情報教育、視聴覚教育担当者に対して研修会を行った。
　　著作権法第35条改正内容について
　　校務用アカウントの活用について　等

6月29日 教職員 47人
・外部講師を招き情報モラルに関する講演会を行った。
　　演題：「GIGAスクール時代の『情報モラル教育』①理論編」
　　講師：静岡大学　准教授　塩田　真吾　氏

8月1日 教職員 20人
・外部講師を招き情報モラルに関する講演会を行った。
　　演題：「GIGAスクール時代の『情報モラル教育』②実践編」
　　講師：静岡大学　准教授　塩田　真吾　氏

随時
小中学生、保護

者
134人

（2回）
・センター職員が学校や施設等に出向き、希望する内容に応じてICT活用や
情報モラルに関する研修会を実施した。

年間 教職員 -
・北村山地区一体として学校教育の情報化を推進するため、地区内教職員に
統一ドメインのアカウントを配付し、Microsoft Teamsを使用できる環境を
整えた。

審査会
　11月20日
表彰式
　12月13日

教職員、社会教
育関係者、一般

6作品
・学校教育、社会教育の分野における自作視聴覚教材の制作を奨励し、コン
クールを開催し優れた作品に対して表彰を行った。

随時
教職員、社会教
育関係者、一般

2作品

・地域の伝承行事等を映像資料として記録保存し、学習素材として提供し
た｡
　①「地域に伝わる祭り～湯野沢熊野大祭～」
　②「温泉の移り変わり～地域に寄り添う憩い～」
・全国自作視聴覚教材コンクールへの出品を行った。
　　入選　小学校部門「桜に込めた想い～徳良湖築堤100周年～」

随時 一般 -

・自作視聴覚教材のアーカイブ化を促進し、公式YouTubeチャンネルに作品
をアップロードし、広く映像資料を提供した。
　　アップロード数　　　　327本
　　チャンネル登録者数　　655人
　　総視聴回数　　　　164,448回

自作視聴覚教材の
アーカイブ化

映
像
制
作
・
保
存
活
動

北村山地区自作視聴
覚教材コンクール

自作視聴覚教材の
制作

専
門
部
会

学校教育
（オンライン開催）

社会教育

事業名

研
究
・
研
修
活
動

校務の情報化事業に基づ
く校務用アカウントの整

備

研
修
会

授業研究会

成果発表会
（オンライン開催）

視聴覚教育
講演会

（オンライン開催・
アーカイブ配信）

ICT活用事例集
等への報告

天文教室

小中学校情報
教育研修会

施設単位講習会

事事業業実実績績一一覧覧

施
設
運
営

運営委員会

幼保施設、
小中学校、

社会教育関係団
体等

映画教室

情報モラル教室

プログラミング
教室

移
動
学
習

委
嘱
研
究

期日 対象 参加人数 内容

天
文
事
業

6月23,24日
8月5日

9月29,30日
11月10,11日

小学生及びその
保護者

親子22組

・学習会、プラネタリウム投影、観望会を行い、天文愛好者の育成と天文普
及を図った。
・8月5日には、鶴岡スペースステーションの佐藤涼子氏を講師に招き、オン
ラインで講演会を行った。
　　事業協力：北村山天文愛好会

10月21日 一般 33人
・プラネタリウム生誕100周年を記念して、全国オンラインイベントへの参
加と、プラネタリウム特別投影を行った。
　　事業協力：プラネタリウム・スペース・クラブ

11月23日 一般 43人
・勤労感謝の日に合わせ、睡眠をテーマにしたプラネタリウム投影を行っ
た。

3月2日 一般 68人
・音楽とプラネタリウムのコラボレーション企画を実施する。
　　ゲスト：シンガーソングライター　庄司 紗千 氏

土曜開館に
合わせて

一般
1,688人
(映画 721)
(プラ 967)

・土曜開館に合わせ、一般公開（映画上映・プラネタリウム投影）を行っ
た。

設定日 教職員、一般 - ・地域住民に学習室や教材制作室を開放した。（開館時間 8:30～12:30）

随時
学校・社会教育
関係者、一般

- ・学校教育、社会教育関係者に計画的、自主的な研修の場を提供した。

年間
学校教育関係

者、一般
-

・教科書センターとして、教科書の展示、保管を行った。
・教科書展示会（6月16日～29日）を行った。

随時 教職員 4回

・研修会等のオンライン配信に関する技術協力を行った。
　　6/26 村山市小中学校教育講演会
　　6/30 尾花沢市立常盤小学校授業研究会配信
　　8/8  山形県小中学校女性校長会研修会
　　12/8 北村山地区小中学校教育研究会道徳部会研修会

随時
学校・社会教育
関係者、一般

-
・幼保施設、小中学校、社会教育団体等で利用する視聴覚機器材や教材を整
備し、貸出を行った。

随時
学校・社会教育

関係者
- ・機器材、教材等の利用状況をまとめ、整備計画の参考とした。

随時
各市町教育委員

会
-

・管内各市町教育委員会及び村山教育事務所と連携し、円滑なセンター運営
を図った。

随時 各協議会・団体 -

・各協議会および団体等と連携し、円滑なセンター運営を図った。
　　①北村山地区指導主事連絡協議会
　　②市町村教育委員会指導主事連絡協議会
　　③全国公立視聴覚センター連絡協議会
　　④全国視聴覚教育連盟
　　⑤日本教育工学協会
　　⑥山形県プラネタリウム連絡協議会
　　⑦日本プラネタリウム協議会

随時
センター利用関

係団体
-

・センター利用関係団体にセンター機能を解放し、事業等で連携を図った。
　　①北村山天文愛好会
　　②プラネタリウム・スペース・クラブ
　　③紅花ビデオクラブ
　　④北村山マイコンクラブ

年間6回

管内幼保施設、小中高等学
校、周辺文化施設、センター
運営委員、広域議員、広域

教育委員

-
・表面に「土曜開館のお知らせ」、裏面に「各種イベント等」を掲載したチ
ラシを作成し、関係者および関係施設に配布した。

随時 希望者 -
・メールマガジンやSNSを効果的に活用し、広く情報を発信した。
・チラシの郵送を廃止し、電子版への切り替えを進めた。

随時 一般 - ・ホームページを効果的に活用し、広く情報を発信した。

研修会場の提供

土曜開館

連
絡
提
携

機器材、教材の
購入、貸し出し

土曜一般公開
（映画・プラネタリウム）

教科書センター

一
般
公
開 熟睡プラ寝たリウ

ム

施
設
利
用
等

機器材、教材等の
利用記録

機
材
・
教
材
利
用

オンライン配信
技術協力

イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

会員制親子星空教
室「スターウォッ
チングクラブ」

プラネタリウム
100周年記念事業

ミュージックプラ
ネタリウム

事業名

広
報
活
動
等

教育委員会等との
連携

チラシによる広報

メールマガジンやSNS
による広報

ホームページでの情
報発信

各協議会・団体との
連携

センター利用関係
団体との連携

事業実績一覧
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（令和6年3月31日現在）

期日 対象 参加人数 内容

5月24日
1月31日

運営委員
23人
19人

・センターの運営・事業内容等に対する意見交換及び検討を行った。

5月17日
7月28日
1月23日

学校教育
専門部員

8人
7人
8人

・部員は各市町より推薦された教員(5名)と指導主事(4名)。
・総合的な学習の時間における学習者用端末の利用と、校務の情報化に関す
る調査・研究を行った。

5月18日
11月27日
11月29日

社会教育
専門部員

4人
4人
4人

・部員は各市町より推薦された社会教育関係職員(4名)。
・北村山の「温泉」をテーマにした自作視聴覚教材の制作を行った。

9月20日

10月24日

11月9日

11月28日

委嘱研究員、教
職員

17人

15人

17人

19人

・阿部　友典　教諭（村山市立楯岡中学校）
　「生徒が主体的に学び、交流するための効果的なICT活用」
・松村　侑　教諭（東根市立第二中学校）
　「自分の考えを共有し、学びを深化させるための効果的な端末活用」
・東谷　大輔　教諭（大石田町立大石田小学校）
　「学びを進められる子供の育成」
・鈴木　千畝　教諭（尾花沢市立尾花沢小学校）
　「共同編集機能を用いた個別最適な学びの実現」

2月14日
委嘱研究員、教

職員
23人

・研修の成果を発表する場を設け、管内に広くその成果を公開する。
・地区教育研究会メディア教育部会との共催での開催。

3月 委嘱研究員 -
・研究の成果をICT活用事例集等へ掲載し、管内に広くその成果を公開す
る。

年間
3,016人
（134回）

・プラネタリウム投影を行い、天文教育と情操教育を行った。

年間
1,413人
（52回）

・視聴覚教材（16ミリフィルム、DVD等）の上映を行い、各種学習に役立て
た。

年間
212人

（12回）
・情報の科学的理解と、情報活用の基礎となる情報手段の特性に関する学習
を行った。

年間
1,076人
（57回）

・主に学習指導要領に例示されている内容についてのプログラミング学習を
行った。

5月11日 教職員 37人
・各校の情報教育、視聴覚教育担当者に対して研修会を行った。
　　著作権法第35条改正内容について
　　校務用アカウントの活用について　等

6月29日 教職員 47人
・外部講師を招き情報モラルに関する講演会を行った。
　　演題：「GIGAスクール時代の『情報モラル教育』①理論編」
　　講師：静岡大学　准教授　塩田　真吾　氏

8月1日 教職員 20人
・外部講師を招き情報モラルに関する講演会を行った。
　　演題：「GIGAスクール時代の『情報モラル教育』②実践編」
　　講師：静岡大学　准教授　塩田　真吾　氏

随時
小中学生、保護

者
134人

（2回）
・センター職員が学校や施設等に出向き、希望する内容に応じてICT活用や
情報モラルに関する研修会を実施した。

年間 教職員 -
・北村山地区一体として学校教育の情報化を推進するため、地区内教職員に
統一ドメインのアカウントを配付し、Microsoft Teamsを使用できる環境を
整えた。

審査会
　11月20日
表彰式
　12月13日

教職員、社会教
育関係者、一般

6作品
・学校教育、社会教育の分野における自作視聴覚教材の制作を奨励し、コン
クールを開催し優れた作品に対して表彰を行った。

随時
教職員、社会教
育関係者、一般

2作品

・地域の伝承行事等を映像資料として記録保存し、学習素材として提供し
た｡
　①「地域に伝わる祭り～湯野沢熊野大祭～」
　②「温泉の移り変わり～地域に寄り添う憩い～」
・全国自作視聴覚教材コンクールへの出品を行った。
　　入選　小学校部門「桜に込めた想い～徳良湖築堤100周年～」

随時 一般 -

・自作視聴覚教材のアーカイブ化を促進し、公式YouTubeチャンネルに作品
をアップロードし、広く映像資料を提供した。
　　アップロード数　　　　327本
　　チャンネル登録者数　　655人
　　総視聴回数　　　　164,448回

自作視聴覚教材の
アーカイブ化

映
像
制
作
・
保
存
活
動

北村山地区自作視聴
覚教材コンクール

自作視聴覚教材の
制作

専
門
部
会

学校教育
（オンライン開催）

社会教育

事業名

研
究
・
研
修
活
動

校務の情報化事業に基づ
く校務用アカウントの整

備

研
修
会

授業研究会

成果発表会
（オンライン開催）

視聴覚教育
講演会

（オンライン開催・
アーカイブ配信）

ICT活用事例集
等への報告

天文教室

小中学校情報
教育研修会

施設単位講習会

事事業業実実績績一一覧覧

施
設
運
営

運営委員会

幼保施設、
小中学校、

社会教育関係団
体等

映画教室

情報モラル教室

プログラミング
教室

移
動
学
習

委
嘱
研
究

期日 対象 参加人数 内容

天
文
事
業

6月23,24日
8月5日

9月29,30日
11月10,11日

小学生及びその
保護者

親子22組

・学習会、プラネタリウム投影、観望会を行い、天文愛好者の育成と天文普
及を図った。
・8月5日には、鶴岡スペースステーションの佐藤涼子氏を講師に招き、オン
ラインで講演会を行った。
　　事業協力：北村山天文愛好会

10月21日 一般 33人
・プラネタリウム生誕100周年を記念して、全国オンラインイベントへの参
加と、プラネタリウム特別投影を行った。
　　事業協力：プラネタリウム・スペース・クラブ

11月23日 一般 43人
・勤労感謝の日に合わせ、睡眠をテーマにしたプラネタリウム投影を行っ
た。

3月2日 一般 68人
・音楽とプラネタリウムのコラボレーション企画を実施する。
　　ゲスト：シンガーソングライター　庄司 紗千 氏

土曜開館に
合わせて

一般
1,688人
(映画 721)
(プラ 967)

・土曜開館に合わせ、一般公開（映画上映・プラネタリウム投影）を行っ
た。

設定日 教職員、一般 - ・地域住民に学習室や教材制作室を開放した。（開館時間 8:30～12:30）

随時
学校・社会教育
関係者、一般

- ・学校教育、社会教育関係者に計画的、自主的な研修の場を提供した。

年間
学校教育関係
者、一般

-
・教科書センターとして、教科書の展示、保管を行った。
・教科書展示会（6月16日～29日）を行った。

随時 教職員 4回

・研修会等のオンライン配信に関する技術協力を行った。
　　6/26 村山市小中学校教育講演会
　　6/30 尾花沢市立常盤小学校授業研究会配信
　　8/8  山形県小中学校女性校長会研修会
　　12/8 北村山地区小中学校教育研究会道徳部会研修会

随時
学校・社会教育
関係者、一般

-
・幼保施設、小中学校、社会教育団体等で利用する視聴覚機器材や教材を整
備し、貸出を行った。

随時
学校・社会教育

関係者
- ・機器材、教材等の利用状況をまとめ、整備計画の参考とした。

随時
各市町教育委員

会
-

・管内各市町教育委員会及び村山教育事務所と連携し、円滑なセンター運営
を図った。

随時 各協議会・団体 -

・各協議会および団体等と連携し、円滑なセンター運営を図った。
　　①北村山地区指導主事連絡協議会
　　②市町村教育委員会指導主事連絡協議会
　　③全国公立視聴覚センター連絡協議会
　　④全国視聴覚教育連盟
　　⑤日本教育工学協会
　　⑥山形県プラネタリウム連絡協議会
　　⑦日本プラネタリウム協議会

随時
センター利用関

係団体
-

・センター利用関係団体にセンター機能を解放し、事業等で連携を図った。
　　①北村山天文愛好会
　　②プラネタリウム・スペース・クラブ
　　③紅花ビデオクラブ
　　④北村山マイコンクラブ

年間6回

管内幼保施設、小中高等学
校、周辺文化施設、センター
運営委員、広域議員、広域

教育委員

-
・表面に「土曜開館のお知らせ」、裏面に「各種イベント等」を掲載したチ
ラシを作成し、関係者および関係施設に配布した。

随時 希望者 -
・メールマガジンやSNSを効果的に活用し、広く情報を発信した。
・チラシの郵送を廃止し、電子版への切り替えを進めた。

随時 一般 - ・ホームページを効果的に活用し、広く情報を発信した。

研修会場の提供

土曜開館

連
絡
提
携

機器材、教材の
購入、貸し出し

土曜一般公開
（映画・プラネタリウム）

教科書センター

一
般
公
開 熟睡プラ寝たリウ

ム

施
設
利
用
等

機器材、教材等の
利用記録

機
材
・
教
材
利
用

オンライン配信
技術協力

イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

会員制親子星空教
室「スターウォッ
チングクラブ」

プラネタリウム
100周年記念事業

ミュージックプラ
ネタリウム

事業名

広
報
活
動
等

教育委員会等との
連携

チラシによる広報

メールマガジンやSNS
による広報

ホームページでの情
報発信

各協議会・団体との
連携

センター利用関係
団体との連携
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　学校教育作品

　社会教育作品

　児童生徒作品

(※1)

(※2)

コンクール結果

北村山地区
(※1)

山形県
(※2)

紙
芝
居

小松均ものがたり
　紅いちぎれ糸

14分20秒
（枚数 15枚）

青柳フヂ子(文)
齋藤美代三(絵)

映
像
教
材

冨本のパワーを感じよう
　～密着　熊野大祭～

18分11秒
村山市立冨本小学校
　教諭　土谷　利広

１　センター制作作品

入　選

県コンクール結果

最優秀

教材（作品）名

　湯野沢地区の人々が受け継いできた、10年に一度のお祭りである「熊野大祭」を教材化した。
　制作にあたっては、地域に古くから伝わる伝統や文化には多くの人々の思いや願いが込められていることや、それらの
継承にあたっては様々な課題があり、人々の苦労や努力によって長い間受け継がれてきていることに気付かせることがで
きるような教材を目指した。

　山形県は、全市町村に温泉がある日本有数の温泉大国だ。北村山地区でも古くから続く温泉が多数あり地域住民に親し
まれているが、人口減少や少子高齢化などにより、存続には様々な苦労や工夫があった。北村山地区での温泉の歴史を元
に、地元の温泉の現状を追った。

地域に伝わる祭り　～湯野沢熊野大祭～

映像教材 8分45秒温泉の移り変わり　～地域に寄り添う憩い～

種別 時間

映像教材 18分1秒

紙
芝
居

ほれ薬
4分17秒

（枚数 10枚）
東根市商工会女性部 入 選

コンクール結果

北村山地区
(※1)

山形県
(※2)

地域探訪
　尾花沢をもっと広く
　　もっと深く　もっと愛そう

12分58秒 入 選
尾花沢市立尾花沢中学校
　芸術部PCチーム

最 優 秀特 選
尾花沢市立宮沢小学校
　４年生

映
像
教
材

花笠が誕生した理由 16分30秒
（スライド33枚）

最 優 秀

映
像
教
材

 第72回山形県自作視聴覚教材コンクール　　　　表彰式・発表会　令和6年2月10日

(県への出品作品については、北村山地区のコンクール終了後に改編等を行った上で出品されている作品もあります。)

 第43回北村山地区自作視聴覚教材コンクール　　表彰式・発表会　令和5年12月13日

自作視聴覚教材の制作

作品名種別 時間 制作者

２　自作視聴覚教材コンクール出品作品

北村山地区
(※1)

コンクール結果

山形県
(※2)

種別 作品名 時間 制作者

入 選 優 秀

特 選 優 秀

優 秀

優 秀

入 選

紙
芝
居

カガシの由来
4分8秒

（枚数 11枚）
東根市商工会女性部

種別 作品名 時間 制作者

センター利用状況

１　センター利用者数 令和6年3月31日現在

利用者数(人)

小・中学校 1,534

社会教育・幼児 1,358

1,285

124

4,301

小・中学校 103

社会教育・幼児 1,186

754

124

2,167

1,288

学校教育 41

社会教育 108

605

2,042

1,103

0

734

1,837

4,069

2,652

2,644

982

10,347

利　　　用　　　内　　　容

プラネタリウム観覧

移動学習

センター事業

管外・その他

計

研修講座等

移動学習

個人研修

センター研修講座

計

視聴覚室

移動学習

センター事業

管外・その他

計

計

　※　研修講座等の利用者数には、オンラインによる参加者数も含む。

学習室利用

学校教育

社会教育

その他

計

合　計

学校教育

社会教育

センター事業

その他

自作視聴覚教材の制作

１　センター制作作品
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　学校教育作品

　社会教育作品

　児童生徒作品

(※1)

(※2)

コンクール結果

北村山地区
(※1)

山形県
(※2)

紙
芝
居

小松均ものがたり
　紅いちぎれ糸

14分20秒
（枚数 15枚）

青柳フヂ子(文)
齋藤美代三(絵)

映
像
教
材

冨本のパワーを感じよう
　～密着　熊野大祭～

18分11秒
村山市立冨本小学校
　教諭　土谷　利広

１　センター制作作品

入　選

県コンクール結果

最優秀

教材（作品）名

　湯野沢地区の人々が受け継いできた、10年に一度のお祭りである「熊野大祭」を教材化した。
　制作にあたっては、地域に古くから伝わる伝統や文化には多くの人々の思いや願いが込められていることや、それらの
継承にあたっては様々な課題があり、人々の苦労や努力によって長い間受け継がれてきていることに気付かせることがで
きるような教材を目指した。

　山形県は、全市町村に温泉がある日本有数の温泉大国だ。北村山地区でも古くから続く温泉が多数あり地域住民に親し
まれているが、人口減少や少子高齢化などにより、存続には様々な苦労や工夫があった。北村山地区での温泉の歴史を元
に、地元の温泉の現状を追った。

地域に伝わる祭り　～湯野沢熊野大祭～

映像教材 8分45秒温泉の移り変わり　～地域に寄り添う憩い～

種別 時間

映像教材 18分1秒

紙
芝
居

ほれ薬
4分17秒

（枚数 10枚）
東根市商工会女性部 入 選

コンクール結果

北村山地区
(※1)

山形県
(※2)

地域探訪
　尾花沢をもっと広く
　　もっと深く　もっと愛そう

12分58秒 入 選
尾花沢市立尾花沢中学校
　芸術部PCチーム

最 優 秀特 選
尾花沢市立宮沢小学校
　４年生

映
像
教
材

花笠が誕生した理由 16分30秒
（スライド33枚）

最 優 秀

映
像
教
材

 第72回山形県自作視聴覚教材コンクール　　　　表彰式・発表会　令和6年2月10日

(県への出品作品については、北村山地区のコンクール終了後に改編等を行った上で出品されている作品もあります。)

 第43回北村山地区自作視聴覚教材コンクール　　表彰式・発表会　令和5年12月13日

自作視聴覚教材の制作

作品名種別 時間 制作者

２　自作視聴覚教材コンクール出品作品

北村山地区
(※1)

コンクール結果

山形県
(※2)

種別 作品名 時間 制作者

入 選 優 秀

特 選 優 秀

優 秀

優 秀

入 選

紙
芝
居

カガシの由来
4分8秒

（枚数 11枚）
東根市商工会女性部

種別 作品名 時間 制作者

センター利用状況

１　センター利用者数 令和6年3月31日現在

利用者数(人)

小・中学校 1,534

社会教育・幼児 1,358

1,285

124

4,301

小・中学校 103

社会教育・幼児 1,186

754

124

2,167

1,288

学校教育 41

社会教育 108

605

2,042

1,103

0

734

1,837

4,069

2,652

2,644

982

10,347

利　　　用　　　内　　　容

プラネタリウム観覧

移動学習

センター事業

管外・その他

計

研修講座等

移動学習

個人研修

センター研修講座

計

視聴覚室

移動学習

センター事業

管外・その他

計

計

　※　研修講座等の利用者数には、オンラインによる参加者数も含む。

学習室利用

学校教育

社会教育

その他

計

合　計

学校教育

社会教育

センター事業

その他

センター利用状況

１　センター利用者数
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利用数(件) 前年度同期(件)

32 28

813 740

1 0

56 96

145 82

146 102

0 1

119 90

82 58

103 50

167 39

20 28

13 1

118 112

72 43

26 15

18 11

8 4

1,939 1,500

２　教材・機器材貸出数

ビデオカメラ

音響機器（ワイヤレスアンプ等）

プロジェクター

教材・機器名

教
材

機
器
材

マイク・スタンド

スクリーン

16ミリ映写機

スライド映写機

HDMI延長ケーブル等

三脚

トランシーバ

デジタルカメラ

合 計

16ミリ映画

DVD教材

マイクケーブル

レーザーポインター

その他

展示パネル

電工ドラム

数　量

7本

数　量

2台

1台

1台

1台

1台

6本

数　量

一式

ワイヤレスマイク

JVC WM-P970
UNI-PEX WM-8030A
Panasonic WX-4300B タイピン型
Panasonic WX-4360B ヘッドセット型

送迎バス置き去り防止安全装置 ホーネット　BS-700S

３　その他機器材

項　目 品　　目

項　目

視聴覚室用DVD・BD
プレーヤー

プロジェクター Panasonic　PT-VMZ61J

ポータブルアンプ JVC　PE-W50B

TASCAM　BD-MP1

品　　目

レーベルプリンター EPSON　PP-50Ⅱ

DVD・BD複製機 オフィスプロMAYU　PRO-BD07HDD

２　視聴覚機器材

機器材、教材の購入、整備

１　視聴覚教材

教材分類 種類

自作教材 DVD（センター公式YouTubeチャンネルで配信中）

２　教材・機器材貸出数
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利用数(件) 前年度同期(件)

32 28

813 740

1 0

56 96

145 82

146 102

0 1

119 90

82 58

103 50

167 39

20 28

13 1

118 112

72 43

26 15

18 11

8 4

1,939 1,500

２　教材・機器材貸出数

ビデオカメラ

音響機器（ワイヤレスアンプ等）

プロジェクター

教材・機器名

教
材

機
器
材

マイク・スタンド

スクリーン

16ミリ映写機

スライド映写機

HDMI延長ケーブル等

三脚

トランシーバ

デジタルカメラ

合 計

16ミリ映画

DVD教材

マイクケーブル

レーザーポインター

その他

展示パネル

電工ドラム

数　量

7本

数　量

2台

1台

1台

1台

1台

6本

数　量

一式

ワイヤレスマイク

JVC WM-P970
UNI-PEX WM-8030A
Panasonic WX-4300B タイピン型
Panasonic WX-4360B ヘッドセット型

送迎バス置き去り防止安全装置 ホーネット　BS-700S

３　その他機器材

項　目 品　　目

項　目

視聴覚室用DVD・BD
プレーヤー

プロジェクター Panasonic　PT-VMZ61J

ポータブルアンプ JVC　PE-W50B

TASCAM　BD-MP1

品　　目

レーベルプリンター EPSON　PP-50Ⅱ

DVD・BD複製機 オフィスプロMAYU　PRO-BD07HDD

２　視聴覚機器材

機器材、教材の購入、整備

１　視聴覚教材

教材分類 種類

自作教材 DVD（センター公式YouTubeチャンネルで配信中）

機器材、教材の購入、整備
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 資料の収集  

 

１ 月刊誌及び年刊誌等の購入 

（１）教育関係誌 

ア 初等教育資料（月刊） 

イ 中等教育資料（月刊） 

ウ 視聴覚教育（月刊） 

エ 学習情報研究（隔月） 

オ 山形教育（年２冊） 

（２）天文関係誌 

ア 星ナビ（月刊） 

イ 星空年間（年１冊） 

 

２ 教育関係機関刊行物 

（１）管内小中学校……学校経営要覧、研究紀要、学校文集等 

（２）教育施設関係……要覧、紀要、研究実践等 

（３）小・中学校長会、及び教頭会関係 

  ア 北村山地区小・中学校長会協議会「北村山の学校」 

  イ 北村山地区小学校長会「北村山紀要」 

  ウ 北村山地区中学校長会「北麗」 

エ 北村山地区小・中学校教頭会「北稜」 

 

３ その他刊行物 

 

 広報、展示他  

 
１ 広報活動 

（１）チラシによる広報 

ア 一般公開用チラシ（土曜一般公開とイベント等に関する情報）の配布 

 

（２）ホームページや公式 LINE、メールマガジン等による広報 

ア 一般公開（観望会、イベントなど）の情報提供 

イ 教育研究（委嘱研究、自作視聴覚教材コンクール等）に関する案内および成果の発信 

ウ 教材・機材検索システムの運用 

 

（３）マスメディアや各広報誌等に依頼しての広報 

ア センター事業や一般公開に関するプレスリリース 

イ ３市１町の広報紙への掲載依頼 

 

（４）公式 YouTubeチャンネルの運用 

  ア 映像教材のアップロード 

  イ センター事業動画のアップロード 

 

２ 展 示 

（１）北村山子ども美術展特別賞作品 

（２）天文写真 

 

３ 刊行物 

（１）要覧 

（２）プログラミング教育活用事例および ICT活用事例集 

資料の収集
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 資料の収集  

 

１ 月刊誌及び年刊誌等の購入 

（１）教育関係誌 

ア 初等教育資料（月刊） 

イ 中等教育資料（月刊） 

ウ 視聴覚教育（月刊） 

エ 学習情報研究（隔月） 

オ 山形教育（年２冊） 

（２）天文関係誌 

ア 星ナビ（月刊） 

イ 星空年間（年１冊） 

 

２ 教育関係機関刊行物 

（１）管内小中学校……学校経営要覧、研究紀要、学校文集等 

（２）教育施設関係……要覧、紀要、研究実践等 

（３）小・中学校長会、及び教頭会関係 

  ア 北村山地区小・中学校長会協議会「北村山の学校」 

  イ 北村山地区小学校長会「北村山紀要」 

  ウ 北村山地区中学校長会「北麗」 

エ 北村山地区小・中学校教頭会「北稜」 

 

３ その他刊行物 

 

 広報、展示他  

 
１ 広報活動 

（１）チラシによる広報 

ア 一般公開用チラシ（土曜一般公開とイベント等に関する情報）の配布 

 

（２）ホームページや公式 LINE、メールマガジン等による広報 

ア 一般公開（観望会、イベントなど）の情報提供 

イ 教育研究（委嘱研究、自作視聴覚教材コンクール等）に関する案内および成果の発信 

ウ 教材・機材検索システムの運用 

 

（３）マスメディアや各広報誌等に依頼しての広報 

ア センター事業や一般公開に関するプレスリリース 

イ ３市１町の広報紙への掲載依頼 

 

（４）公式 YouTubeチャンネルの運用 

  ア 映像教材のアップロード 

  イ センター事業動画のアップロード 

 

２ 展 示 

（１）北村山子ども美術展特別賞作品 

（２）天文写真 

 

３ 刊行物 

（１）要覧 

（２）プログラミング教育活用事例および ICT活用事例集 

広報、展示他
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視視聴聴覚覚教教育育委委嘱嘱研研究究  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



  

  

視視聴聴覚覚教教育育委委嘱嘱研研究究  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

令令和和５５年年度度ののああゆゆみみ  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



  



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キーワード：Classroom、Jamboard、スライド、スプレッドシート 
 
１ 研究テーマ 
  １年次である昨年度は、「生徒が主体的に学

ぶ授業づくりの中で、ICT 機器をどのように活

用するとより効果的であるのか」について研究

を進めてきた。成果として、実験計画書の作成、

実験結果をまとめる場面は、Jamboard１）を活

用することで、実験計画書や実験結果、考察を

共有する場面については、Classroom２）を活用

することで、活用前よりもより生徒が主体的に

活動できる授業にすることができた。しかし、

共有された考察を参照して学びを深める場面

や、振り返りを積み重ねて自身の変容を見取る

ことができるようにする場面、実験を行い考察

にいたるまでにどのような思考の流れがあっ

たのかを記録する場面については課題が残っ

た。 
そこで今年度も引き続き、生徒が主体的に学

び、考えを深めるための ICT 機器の効果的な活

用法について研究を進めながら、特に「お互い

の考えを参照する場面」、「自身の学びの積み重

ねや考えの変容、思考の流れを記録する場面」

についての効果的な ICT 機器の活用法につい

て研究を進めていきたいと考えた。 
 
２ 研究の視点 

(1) 生徒が主体的に学ぶための工夫  

(2) 学習内容や振り返りを記録し、考えを効果

的に共有し参照するための工夫 
 
３ 研究の方法と計画 

今回実践をする単元では、ICT 機器を活用

しながら①課題に対する仮説を立てる②仮

説を検証するための実験方法を考え実験を

行う③実験結果の検討を行い考察をまとめ

る④班ごと発表する⑤各班の発表から考察

をまとめなおす⑥分かったことと分からな

いことを検討する⑦次の課題を見つける、と

いった流れで授業を行い、①～⑦の学びのサ

イクルが連続することを意識する。 
(1) 視点１について 

Jamboard やスライド３）を Classroom で

共有し、班ごと共同編集で実験計画書や結果

の報告書を作成する。行う実験は、教師側が

指定した実験だけでなく、班ごとに課題を解

決するための実験方法を自分たちで考える

ことでより主体的に学ぶことができると考

えられる。 
必要に応じて実験の経過や結果を静止画、

動画で記録させる。記録するしない、どのよ

うに記録するか、記録したものをどのように

活用するかについて生徒に判断させること

でより主体的な活動になると考えられる。 

【２年次研究】 

生徒が主体的に学び、交流するための効果的な ICT の活用 

村山市立楯岡中学校  阿 部 友 典 

＜研究の要旨＞ 
 本研究では、生徒が主体的に学習を進め、学びの積み重ねや振り返りを記録しながら、お互いの

考えを交流するための ICT 機器の効果的な活用について考察した。理科の授業で、実験計画書・報

告書を Jamboard やスライドで作成し、考察や振り返りはスプレッドシートを活用して学習の積み

重ねを記録した。共同編集や他者参照をしながら、自分学びや振り返りの積み重ねを記録する場面

をつくることで、より主体的で深い学びとなるかどうかを検証した。 
その結果、ICT 機器を活用前と比較して、より主体的に実験を行うことができ、考察の時間をし

っかりと確保でき、他者参照をしながらより深い学びにすることができた。 
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実際に実験を行うことが難しい分野につ

いては、調べたことや自分の考えなどをスラ

イドを活用してまとめ、発表しあいながら学

習を進めることでより主体的に学ぶことが

できると考えられる。 
スプレッドシート４）に記入する振り返りに

は、次の時間行うことも書かせることで、見

通しをもって次の授業を迎えられるように

し、すぐに学習をスタートできるようにする。 
 

(2) 視点２について 
実験計画書・報告書は Classroom で共有し

た Jamboard やスライド、スプレッドシート

で作成する。共同編集ができることや、自分

の分担を作成するために、話し合いが活発化

することから作成時間が短縮できると考え

る。このことは、実験と考察の時間を増やす

ことにつながり、自分の考えをしっかりと持

った状態で交流することができれば、効果的

に情報を共有できたり、他者参照できたりす

ると考える。動画・静止画についても必要に

応じて Classroom で共有する。 
実験計画書・報告書は、複数の実験を行っ

た場合は、実験の流れが分かるように記録を

行う。 
授業の振り返りや考察を記入するスプレ

ッドシートは、個人シートと全体シートを用

意する。振り返りや考察は個人シートに記録

することで、自分の学びの積み重ねを一覧で

見られるようにする。個人のシートに記入し

た考察や振り返りは、全体のシートに反映さ

れるようにし、全体のシートでは、クラスの

仲間がこの授業で書いた考察や振り返りを

一覧で見ることができるようにする。必要に

応じて他者参照できる場を設定することで

より理解が深まると考える。 
実際に実験を行うことが難しい分野では、

学習前に単元を貫く課題についての自分の

考えを、スライドに記入させておき、単元の

学習を進めながら考えの深まりスライドに

追加して記入し、学習の記録を積み重ねてい

く。学習を進める中で、自分の変容や学びの

深まりが分かるようになれば、学習意欲の向

上や主体的な学びにつながると考える。 
 
４ 授業実践の実際 

(1) 実践１ 
  ア 実践の概要 
   (ア) 単元名 
     １学年、理科 

「状態変化が起きる時の温度と蒸留」 
   (イ) 単元（または本時）の目標 
     水を固体から加熱する実験を通して、

状態が変化している状態では温度変化

せず、状態が変化していないときは温度

変化が起こることを指摘できる。（思

考・判断・表現） 
 

(ウ) ICT の活用について 
実験の仮説を Classroom に共有した

スプレッドシートの班のシートに記入

し、その後実験を行う。実験で得られた

結果はスプレッドシートで表とグラフ

にし、結果の発表を行う。また、全体の

シートを作り、すべての班のグラフを重

ねたものも参照できるようにし、必要に

応じて考察のヒントにできるようにす

る。 
各自の考察と振り返りはスプレッド

シートの個人シートへ記入する。個人の

シートと全体のシートを用意し、個人の

シートに記入したものが全体のシート

にも反映されるようにし、他者参照でき

るようにする。 
 
  イ 子供の学びの姿 

スプレッドシートを共同編集しながら、

短時間で仮説をまとめていた。実験を行い

ながら結果の整理に入る生徒もいた。その

ため、実験が終了すると同時に表とグラフ

が完成しており、すぐに考察に入ることが

できていた。 
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考察を書く時は、自分たちの実験結果と全体の

シートのグラフを比較しながら記入しようと

していた。全体のグラフでは、グラフの形によ

り注目して考察しようとしており、今回の実験

での考察の視点である「物質の状態」を色分け

したことで視点が明らかとなり、考察に役立っ

ていた。 

考察を書くことを得意としている生徒は、他者

参照することなく学習を進め、苦手としている

生徒は全体のシートに書いてある級友の考察

を参照しながら、まとめることができていた。 

  

 
(2) 実践２ 

  ア 実践の概要 
   (ア) 単元名 
     １学年、理科 

「身の回りの物質とその性質」 
   (イ) 単元（または本時）の目標 

     身の回りの物質について、問題を見い

だし見通しをもって観察、実験を行い、

物質の性質における規則性を見いだす

ことができる。（思考・判断・表現） 
     身の回りの物質に関する事物・現象に

進んで関わり、見通しをもったり振り返

ったりし、科学的に探究することができ

る。（主体的に学習に取り組む態度） 
 

(ウ) ICT の活用について 
     金属と非金属、小麦粉と食塩、砂糖を

見分ける仮説を立て、仮説を検証するた

めの実験方法を自分たちで考え、実験計

画書を作成する。作成は、Classroom で

共有した Jamboard 上で行い、結果と考

察も実験後に追加し、発表する。行った

検証実験では見分けることができなか

った場合は新たな仮説を立て、実験計画

書を作成し、実験を繰り返す。その際、

実験の流れが分かるようにJamboardを

作成する。 
   

イ 子供の学びの姿 
   個人で考えた仮説と実験方法をもとに、ど

の実験を班で行うことにするか、もっと良い

方法はないかなど話し合いが深まる姿が見

られた。Jamboard を共同編集するために、

班の考えの方向性を一つにする話し合いも

活発に行われていた。自分たちが考えた仮説

と実験方法では、結論に達することができな

かった場合は、すぐに新たな仮説を立てて次

の実験をしようとする姿が見られ、自分たち

で学びを深めようとすることができていた。

実験後に記入する振り返りシートには、次の

時間に行う実験の内容について記入する生

徒も増え、見通しをもって学習を進めること

ができていた。 
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共有している他の班の実験計画書は、いつで

も見ることが可能ではあるが、あまり参照に

してはおらず、自分たちが考えた実験をやり

切ろうとする姿があった。 
   発表する時にJamboardに記入した情報だ

けでは足りないと感じた班は、撮影した動画

を Classroom にアップして補足説明をする

など、工夫する姿も見られた。 

 
(3) 実践３ 

  ア 実践の概要 
   (ア) 単元名 
     １学年、理科 

「大地の変化」 
   (イ) 単元（または本時）の目標 
     大地の成り立ちと変化を地表に見ら

れる様々な事物・事象と関連付けながら、

身近な地形や地層、岩石、火山と地震に

ついて理解することができる。（知識・

技能） 
     大地の成り立ちと変化に関する事

物・事象に進んで関わり、見通しをもっ

たり振り返ったりし、科学的に探究する

ことができる。（主体的に学習に取り組

む態度） 
 

(ウ) ICT の活用について 

単元の最初に地域の地形がどのよう

にしてできたかについての仮説をスラ

イドにまとめる。クラスで出た仮説が正

しいかについて必要なことを調べたり、

仮説を検証する実験をおこなったりし

てスライドにまとめる。学習を進める中

で生まれた疑問や新たに調べてみたい

ことをスライドにまとめる。これらの発

表を繰り返しながら生徒主体で学習を

進める。スライドは授業ごとに追加して

学びを積み重ねる。 
学習を進める中で、クラスの共通認識

になった科学的知識に関しては、別のス

ライドに学びの足跡としてまとめ、

Classroom で共有することで、必要に応

じて見ることができるようにする。 
スプレッドシートに振り返りと考察

を記入する。スプレッドシートで交流し

た考察を引用した仲間や発表が良かっ

た仲間にリアクションをすることで意

欲を引き出すことができるようにする。 
 
  イ 子供の学びの姿 
     生徒から出された課題や仮説を検証

しながら、お互いの考えを共有したり、

そこから生まれた新たな疑問について

さらに学習を進めたりすることで主体

的に授業を進めることができた。自分の

考 え を ス ラ イ ド に 記 入 し た が 、

Classroom で共有することを前提とし

ているため、イラストや写真、文字の色

など、より分かりやすくスライドを作成

しようとする姿が見られた。 
     発表の場面では、話すことが苦手な生

徒もスライドにまとめた内容を発表で

き、発表の回数が増えるごとに話し方を

工夫する姿も見られた。 
 
５ 到達点と今後の課題 

(1) 視点１について 
共同編集では、班の実験の方向性を一つに

してから実験計画書を作成するため、話し合
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いが活発になり、さらに、一人一人に役割が

できたことでより主体的に活動することが

できた。共同編集により、計画書の作成時間

を大幅に短縮することができることから、仮

説や検証する実験方法を考える時間をしっ

かりと確保できた。アンケートでは、自分た

ちで考えた実験方法で行った方が「記憶に残

りやすい」、「思考力が高まった」、「考えるの

は大変だったが、達成感があった」、「試行錯

誤できて力が伸びると思う」と答える生徒が

多かった。実践３での活用では、「実験の写

真などを取り入れることができるため、より

分かりやすくまとめられた」、「書き込みと修

正がしやすいため、よりよいレイアウトを考

えられた」など肯定的な意見が多かった。 
(2) 視点２について 
  実験計画書や実験のまとめを作る際は、作

成時間が大幅に短縮され、実験をする時間や

考察を考える時間や多くの時間を割くこと

ができた。さらに、ICT 活用前は、実験を終

了した後に結果の整理と共有を行っていた

が、ICT の活用により、実験と結果の整理・

共有を同時に行うことができ、考察の時間を

しっかりとることができるため、より深い学

びにつなげることができた。 

  
班ごとの実験の進度や、複数の実験の結果が

分かるように実験計画書・報告書を作成した

ことで、班の思考の流れや悩んでいる部分な

どを見取ることができるようになった。リア

ルタイムで更新されていく報告書を見るこ

とができることから、それぞれの班への個別

支援がしやすくなった。 
  発表を受けて考察を練り直す際も、発表用

スライドをもう一度見たり、スプレッドシー

トに記入された考察を、他者参照することも

容易である。考察を一斉指導で行っていた時

は個別の支援はあまりできなかったが、ICT
を活用することで、スプレッドシートへの記

入状況を把握しながら、必要に応じて必要な

タイミングで支援することができた。そのた

め、生徒一人一人の学びを止めることなく個

別に支援できた。 
スライドに自身の学びを記録する授業で

は、スライドにまとめている内容から一人一

人の学びの進度や、学習前後の変容を見取る

ことができるようになり、評価にも生かすこ

とができるようになった。まとめることだけ

でなく、発表を通して学んだことをアウトプ

ットする機会を増やすことができたため、よ

り学習の定着ができたと感じる。 
スプレッドシートに個人シートと全体の

シートを用意したことも効果的であった。個

人シートを見ると、自身の学習がどれだけ進

んでいるか、学習を進めながら学びがどのよ

うに変容したかについて生徒自身で掴むこ

とができ、教員側も見取ることができた。ま

た、次回自分がやるべきことが分かり、次の

授業に見通しをもつことができた。全体のシ

ートでは、生徒は必要な情報を必要な時に得

ることができるとともに、教員はこの時間で

つけたい力が付いたかどうかを一覧で確認

できた。 
 

６ 研究を終えての提言 
２年間の実践の結果、生徒たちが主体とな

って対話をしながら学びのサイクルを進め

ていく授業において、ICT 機器の活用は非常

に有効であることがわかった。実践を行う２

年前までは、ほとんど ICT 機器を活用してい

なかった私にとって本当に未知の世界であ

ったが、思い切って飛び込んでみて、一気に

新しい世界が広がったと感じる。 
本校は今年度、研究授業を個人研究で行っ

ているが、その際、校長先生が、研究は山登

りのようなものと表現された。研究のゴール

（目標）をどの山にするか。その山に登るに
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はどんな道具やスキルが必要で、どのルート

で登るのか、それらを考えていくことが研究

になっていくということである。今回、ICT
機器を活用しながら生徒主体で学ぶ授業づ

くりをしながら、授業もこの登山という表現

と同じだと感じた。これまで自分が行ってい

た授業は、教師が先頭でルートを決めながら、

みんなで一列に並び、みんなで同じルートで

登っていくというスタイルであったが、ICT
の活用により、頂上（目標）は同じであって

も、生徒それぞれが自分でルートを決め、道

具を決めながら頂上を目指すスタイルにす

ることができた。また、途中で迷ったり、ル

ートが間違っていた場合には、誰かの意見を

参考にしたり、話し合ったりしながら修正し、

新たなルートをさがすというスタイルにで

きた。このことが、「個別最適な学び」と「協

同的な学び」へとつながっていくのだと感じ

た。 
今後、ICT 機器はソフト面もハード面もど

んどん更新されていき、もっと便利にもっと

効果的な活用方法がでることは間違いない。

だからこそ、委嘱研究は今年度で終了するが、

これからも新しい情報を手に入れながら、自

分自身で研鑽を積んでいくことが大切だと

感じる。求められているのは、新しいことに

対して好奇心を持って取り組み、それらに対

応していく力であり、頭を柔軟にして、若

手・ベテラン、校種・教科などは関係なく、

様々な方々から学ぼうとする姿勢であると

思う。そうした中で、さらに自分にあった ICT
機器の活用方法を見つけ、子どもたちにとっ

てより良い授業づくりを目指していきたい。 
 

注 
１）Jamboard は、Google 社が提供するオンラインホワ

イトボードサービスである。参加者全員が同じ画面を共

有しながらリアルタイムで書き込みをすることができ

る。 

２）Google Classroom は、Google 社が提供する学校向け

の web サービスである。教師側から、課題の作成や配

布、生徒側から課題の提出等ができる。 

３）スライドは、Google 社が提供すプレゼンテーション

ツールである。参加者全員が同じ画面を共有しながら共

同編集をすることができる。Microsoft Office の

Powerpoint と互換性がある。 

４）スプレッドシートは、Google 社が提供する表計算ソ

フトである。Microsoft Office の Excel とある程度の互

換性がある。 

 

※なお、１～４のツールは、Google のアカウントがあれ

ば、無料で使用できる。 
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キーワード：Teams 投稿、振り返り共有、GeoGebra、学びタイム、数学マップ 
 
１ 研究テーマ 

１年次は、「自分の考えを表現し、深化させ

るための効果的な端末活用」を個人テーマに掲

げ、交流場面での意図的な端末活用に力を入れ

て取り組んできた。その結果、自分の考えを言

葉で表現できる生徒が増えてきた。しかし、交

流場面では、決められた班の特定の人とだけ考

えを共有したり、特定の生徒だけが全体で発表

したりと、より多様な考えに触れることや自分

から考えを全体に表現することには課題が残

った。そこで、２年次は、個人テーマを『互い

の考えを共有し、学びを深化させるための効果

的な端末活用』に設定し、特定の相手とだけの

情報共有ではなく、誰とでも瞬時に情報共有で

きるクラウドの強みを活かすことで、学びの深

まりへとつなげていきたいと考えた。考えを持

っていても、それを他者へ表現したり、他者か

ら学んだりする機会を自分から設定すること

に苦手意識を持つ生徒たちであるため、学習者

用コンピュータの活用をきっかけとして、自ら

の考えを自主的にアウトプットし、学びを深め

られる生徒に育てていきたい。 
（研究対象：3 学年 40 名） 

２ 研究の視点 
(1) 考えを共有するための工夫 
(2) 学びを深化させるための工夫 

 
３ 研究の方法と計画 

(1) 視点１について 
   学習課題を解決するために必要な情報

（考え）や学びの振り返りを、学習者用コ

ンピュータを用いて生徒同士で参照する

ことを“共有”と捉え、その環境として次の

３つを整えた。 
①Teams の投稿機能 
授業の導入時に、単元の第何回目の授業

なのかを示す投稿を授業者が行い、生徒は

その投稿に対して返信という形で、問題解

決のための考えを文章や写真で投稿する。 
②振り返りの共有化 
「最初の考え」や「振り返り」を入力で

きる Excel ファイルを自作し、Teams のフ

ァイルに UP しておく。 
③xSync Classroom1) 
 図形や写真等を一度に表示し、比較した

り、リアルタイムで書き込ませたりする場

【２年次研究】 

互いの考えを共有し、学びを深化させるための効果的な端末活用 

東根市立第二中学校  松 村  侑 

＜研究の要旨＞ 
 本研究では、互いの考えを共有し、学びを深化させるための効果的な端末活用について考察した。

関数や図形の単元で、自分の考えを全体に表現したり、他者の考えから新たな学びを獲得したりで

きる環境を整えることで、学びを深化させられるのかを検証した。結果として、Teams の写真投稿

という形をとることで、生徒たちはワンアクションで情報を共有でき、それによって、思考時間や

学び合いの時間を多く設けることにつながった。そのため、情報共有をきっかけとした学び合いや

新たな気づきが生まれ、学びの深まりにつながることが明らかになった。しかし、生徒自身が学び

の深まりを自覚するためには振り返りのさせ方が関係することも分かった。 
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面で活用する。巡回機能を用いることで、

生徒一人一人の学習者用コンピュータの

使用状況も把握する。 
(2) 視点２について 

    次のような姿を本研究における学びが

深まっている生徒の姿として捉え、実践と

検証を繰り返していく。 
【学びが深まっている生徒の姿の例】 

授業中の様子と振り返りの記述から見取る 

・交流による新たな気づきがある 
・自分の考えと他者の考えとの比較がある 
・交流によって以前学習したこととのつな

がりに気づいた 
・自分の考えの妥当性についての検証があ

る 
・繰り返し考えたり発言したりする中で論

理的に考えている 
・交流によって根拠を示せるようになった 
・多様な考え方から自分の最適解を見つけ

ている 
・投稿するにあたって新たな気づきがある 
・投稿するために自分の考えをより良いも

のにしている 
まず、学びを深化させるための手段とし

て次の①、②の 2 つを実践する。 
   ①「数学マップ」と「学びタイム」 
    各単元で数学マップ用の白紙を配付し、

学習したことをまとめさせる。内容のつな

がりを認知させることで、既習事項を活用

して新たな学習課題を解決したり、交流の

際の根拠として活用したりできるように

する。また、「学びタイム」という自由に

交流して考えたり、一人で学習したり、先

生に質問したり、インターネットを活用し

たりと課題解決のために自分に必要な学

び方を選択できる時間を毎授業設ける。 
   ②GeoGebra2) や e ライブラリ 3) の活用 
    １年次同様、GeoGebra を用いて図形を

直接動かすことで、視覚的な解決アプロー

チに役立てられるようにする。また、生徒

に e ライブラリで確認問題をさせたり、必

要に応じて課題解決のためのヒントを得

るツールとして活用させたりする。 
    また、これらの手段を通して実践を重ね

ることで、実際に学びが深まっているのか

を検証したり、生徒自身の学びのメタ認知

を促進したりするために次の③を行う。 
③振り返りの共有と蓄積 
視点１②にある Excel ファイルに授業ご

とに入力させることで、生徒の学びの深ま

りを見取っていく。また、本研究の検証は

この振り返りや授業での生徒の観察を基

にして行うものとする。 
 
４ 授業実践の実際 

(1) 実践１ 
  ア 実践の概要 
   (ア) 単元名 
     ３年数学「４章 関数 𝑦𝑦𝑦𝑦 = 𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎2」 
   (イ) 単元の目標 
      関数𝑦𝑦𝑦𝑦 = 𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎𝑎2として捉えられる２つ

の数量について、表・式・グラフを相

互に関連付けて考察し表現すること

ができる。 
(ウ) ICT の活用について 

①Teams への投稿 
 単元の導入（斜面を転がる物体）と

利用問題（図形が動く問題）の授業で

Teams へ GeoGebra のリンクを投稿

し、実際に操作させながら表・式・グ

ラフについて考察させた。また、表の

特徴を考察する場面で、気づいたこと

を投稿させた。 
②振り返りの共有と蓄積 
 Excel の各シートが授業ごとになる

ようにし、本時のシートに学習者用コ

ンピュータから入力させた。〔図１〕 
 
 
 
 
 
 

〔図１〕 
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  イ 子供の学びの姿 
    単元の導入や利用問題では、GeoGebra

を操作することで、理解の助けにしていた。

生徒たちは、主に学びタイムで意見交流や

個人思考を重ね、振り返り〔図１〕では、

分かったことを中心に記述している生徒

が多く見られた。具体的な生徒の学びの姿

を紹介する。 
  【生徒 A】 
    単元の導入（１時間目）では、斜面を転

がる物体を GeoGebra で操作し、これまで

に学習していない関数があるのではない

かと予想した上でそれらを表・式・グラフ

で調べ次時へとつなげていた。さらに、２

時間目には、表の性質を詳しく調べ、その

特徴について自分なりの予想を持って、検

証する姿が見られた。 
 
 
 
 
 
 
 

【生徒 B】 
    直線と放物線のグラフの利用問題を扱

った授業で、グラフによってつくられた三

角形の面積を求める方法を、はじめは𝑦𝑦𝑦𝑦軸

で三角形を分けて考えていたが、交流を通

して、等積変形を利用して考えるやり方が

あることに気づいていた。それを共有され

ている振り返りシートに入力することで、

自分にはなかった新たな考え方を自覚し、

多様な考え方を認めるなかで学びを深め

ていた。振り返りは即時共有できるため、

実際に交流をしていなかった他の生徒も

新たな考えを知り、そこから実交流につな

げる姿も見られた。また、生徒 B は、新た

な気づきを自分の最適解として数学マッ

プにまとめていた。 
 
 

〔（左下）生徒 B の振り返り（下）数学マップの一部〕 

 
 
 
 
 
 
 

また、本単元の生徒の振り返りについて

次のような数値が得られた。 
〔対象生徒数×対象授業コマ数に対する各項目の割合〕 

・記入 64.5% 
⇒深まりが見取れた記述 19.5% 
⇒その他（分かったことの記述のみ）45% 

・未記入 35.5% 
 

(2) 実践２ 
  ア 実践の概要 
   (ア) 単元名 
     ３年数学「５章１節 相似な図形」 
   (イ) 単元の目標 

平面図形の相似の意味を理解し、相似

な図形の性質を具体的な場面で活用す

ることができる。 
(ウ) ICT の活用について 

①Teams への投稿 
 授業の展開場面（学びタイム）で、

ノート等に書いた自分の考えを写真

に撮って投稿させた。また、相似の位

置や相似の利用の授業では GeoGebra
のリンクを投稿し、生徒が自由に操作

できるようにした。 
②振り返りの共有と蓄積 
 実践１の振り返りシート〔図１〕に

加えて「最初の考え」を入力できる欄

を追加し、授業の導入場面と終末場面

で記入できるようにした。また、振り

返りの欄には、問題をどのように解決

したのか記入するように説明し、シー

トにも明示した。〔図２〕 
③e ライブラリの活用 
 前単元まで紙ベースの練習問題を
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配付し演習させていたが、本単元から

e ライブラリでのドリル学習を採用し

た。ドリルで学習する内容は授業者が

提示し、その難易度「基本」「標準」「挑

戦」は生徒が選択できるようにした。 

 

   〔図２〕 
  イ 子供の学びの姿 
    最初の考えを入力し、自分の考えを持っ

た上で学びタイムを実施したことで、課題

解決のための話し合いがより活発になっ

た。また、前単元では交流する相手が特定

の人だったのに対して、本単元では目的を

持って様々な人と交流する姿が見られる

ようになった。特に、相似の利用を扱った

授業では、GeoGebra を操作しながら相手

に 根 拠 を 示 し た り 、 投 稿 す る 際 に

GeoGebra の画面を用いたりと、他者によ

り伝わるような工夫が見られた。振り返り

については、どのように学習課題を解決し

たのか、どのようにして理解につなげたの

かという２点を視点として与えたことで、

学び方を振り返る記述が多く見られるよ

うになった。 
 
 

 
 
 
 

〔学びタイムの様子〕 
具体的な生徒の学びの姿を紹介する。 

【生徒 C】 
  人の身長と影の長さ、木の影の長さから

実測が難しい木の高さを求める授業では、

人とその影でできた直角三角形と木とそ

の影でできた直角三角形が本当に相似と

いえるのかについて、交流を通して新たな

気づきを得て、実際に証明をした上で木の

高さを求めていた。投稿するときには、自

分のノートとGeoGebraの画面の２つの写

真を投稿したことで、さらに生徒 C の周り

に生徒が集まり説明をしていた。その説明

を繰り返す中で学びを確かなものにして

いた。 

 
 

〔生徒 C の投稿写真と振り返り〕 

【生徒 D】 
    生徒 C と同じ授業において、生徒 D は

GeoGebra の図をノートに描き、人とその

影でできた直角三角形と木とその影でで

きた直角三角形が本当に相似といえるの

かについて「最初の考え」に予想を示した

上で他者と議論していた。交流の中で、太

陽と地球の距離を根拠にしながら、各頂点

を結ぶ線がそれぞれ平行であると結論づ

け、比例式を立てることができた。同じ疑

問を持つ仲間と意見を出し合いながら学

びを深める姿がみられた。 
 
 
 
 
 
 
【生徒 E】 

    縮図を利用して電信柱の高さを求める

授業では、生徒 E ははじめ、前時で学習し

た方法を用いてGeoGebraで作った直角三

角形と相似な直角三角形（辺の長さを自分

で決めて）をノートに描くことで解決して

いた。しかし、交流を通して 1/100 の縮図

を描けば、より簡単に解決できることを知
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り、最初の考えとの比較で学びを深めてい

た。 

 
また、本単元の生徒の振り返りについて

次のような数値が得られた。 
〔対象生徒数×対象授業コマ数に対する各項目の割合〕 

・記入 77.5%〔実践１ 64.5％〕 
⇒深まりが見取れた記述 25.9% 

〔実践１ 19.5％〕 
⇒その他の記述 51.6%〔実践１ 45％〕 

・未記入 22.5%〔実践１ 35.5％〕 
 

(3) 実践３ 
  ア 実践の概要 
   (ア) 単元名 
     ３年数学「６章 円」 
   (イ) 単元の目標 

円周角と中心角の関係を見いだし、図

形の性質や計量について論理的に考察

し表現することができる。 
(ウ) ICT の活用について 

①Teams への投稿 
 円周角と中心角の関係を操作によ

って直感的に理解できるように

GeoGebra のリンクを投稿した。また、

これまで大型提示装置で全体にのみ

提示していた PowerPoint の授業スラ

イドを投稿し、それに返信させる形で、

情報共有を行った。 
②振り返りの共有と蓄積 
 前単元まで使用していた Excel の各

シートを授業で割り振る形から、シー

トを生徒一人一人に割り振る形へと

変更した。生徒に入力させる際には、

振り返りの選択肢を与え、STEP1「学

習内容について」と STEP2「学び方

について」の２つの項目からさらに細

分化された項目から選択させて振り

返りを書かせた。〔図３〕また、最後

のシートには全員の振り返りが一覧

で表示されるようにした。 
③xSync Classroom 
 円周角の定理や円周角の定理の逆

を考える授業では、GeoGebra で操作

した図形を xSync Classroom で配信

し、自由に図に書き込ませながら課題

解決に向かわせた。 

 
〔図３〕 

イ 子供の学びの姿 
  まず、Excel の振り返りシートの形式を変更

したことで、記入率が格段に上がった。また、

振り返る選択肢を与えたことで、課題を解決す

るためにどのような学び方を選択して理解を

深めたのかを生徒自身も自覚し、記述できるよ

うになってきた。さらに、必要な授業スライド

を投稿したことで、大型提示装置で異なるスラ

イドを表示していても学習者用コンピュータ

でいつでも確認できるため、特に低位の生徒が

繰り返し、Teams の投稿画面を見ながら課題に

ついて考える姿が見られるようになった。 
 
 
 
 
 
 
 

具体的な生徒の学びの姿を紹介する。 
【生徒 F】 
  図形の内容が苦手な生徒であり、前単元（実

践２）ではなかなか理解につなげられずにいた。

しかし、本単元では他者との交流を積極的に行
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い、振り返りにも自分の学び方や新たな気づき

の内容を記述できるようになってきた。円周角

の定理を用いて相似の証明をする場面では、他

者が分かりやすいように工夫してノートの写

真を投稿する姿があった。 
 
 
 
 
 
 
 
【生徒 G】 
  積極的に自分のノートの写真を投稿し、また、

他者の投稿から新たな気づきを得ていた。投稿

を見て自分の気になる考え方を直接聞きに行

ったことで自分の考え方を改め、より良いもの

にしていた。単元の最後の授業では、学習のつ

ながりに気づくこともできた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、本単元の生徒の振り返りについて次の

ような数値が得られた。 
〔対象生徒数×対象授業コマ数に対する各項目の割合〕 

・記入 91.8%〔実践１ 64.5％〕 
⇒深まりが見取れた記述 48.8% 

〔実践１ 19.5％〕 
⇒その他の記述 43% 〔実践１ 45％〕 

・未記入 8.2%〔実践１ 35.5％〕 
 
５ 到達点と今後の課題 

(1) 視点１について 
   Teams で写真を投稿するという形をと

ったことで、ワンアクションで自分の考え

を全体に表現したり、共有したりすること

ができた。共有しやすい環境や学びタイム

といった自由度のある時間を整えたこと

で、情報の参照から実交流へとつながり、

生徒の学びの深まりにつながったと考え

られる。しかし、振り返りはあくまで生徒

個人のものであるため、振り返りをただ共

有するだけでは、学びの深まりは得られな

かった。 
   本研究では、学びの過程で Teams の投

稿を用いることで共有をすすめてきたが、

白紙（考えを生み出すところ）から共有す

ることはできなかった。今後、PowerPoint
を共有の手段とすることで、白紙からの情

報共有につながるのではないかと考える。 
 

(2) 視点２について 
    検証してみると、振り返りシートは〔図

１〕〔図２〕の形式よりも〔図３〕の形式

の方がより学びの深まりを生徒自身が自

覚できることが明らかになった。個人シー

トにした点や振り返りの選択肢を複数与

え選択させたことが成果につながったと

いえる。 
また、〔図３〕の振り返りシートに変更

したことで、全体の未記入率が 8.2%まで

下がった。これは、振り返りの選択肢を与

えたことに加えて、写真投稿による共有が

授業の中で当たり前になってきたことも

大きな要素であるとも感じる。アウトプッ

トの経験を積み重ねた成果である。実は追

加実践として「７章 三平方の定理」でも

同様の実践をしたが、「６章 円」と同様の

数値を得られた。このことからも、実践を

積み重ねたことで、生徒たちは学び方を学

び、結果として思考時間が増え、学びの深

まりにつながったと考えられる。 
さらに、これまで分からない問題がある

と、学びタイムでも「待ち」の姿勢だった

低位の生徒が、自分から Teams の投稿を

見て解決の参考にしたり、e ライブラリで

学んだり、実交流へと自分からアクション

したりといった行動の変化が見られた点

も成果といえる。数学の授業アンケートに
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よると、１人で考えることが好きな生徒は

約 21%、話し合って解くのが好きな生徒は

約 79%の割合だった。１人で考えることが

好きな生徒は主に数学が得意な生徒が多

い結果だったが、数学が得意な生徒が必ず

しも深まりのある振り返りを示すとはい

えなかった。互いの考えを Teams で共有

させたり、GeoGebra で操作させたりした

ことで、どちらかと言えば、中低位の生徒

の学びの深まりにつながる授業が多かっ

た。学びを深める方法として、互いの考え

を手軽に共有できるクラウド（本研究であ

れば Teams）を活用することは今後も必須

であるが、個人で学びを深める手立てとし

て学習者用コンピュータをどのように活

用したらよいのかは研究を続ける必要が

ある。 
 

(3) 研究を終えての提言  
    考えを表現することに苦手意識を持つ

生徒たちが学習者用コンピュータを用い

ることで、自ら表現できるようになる姿を

目指して１年次の研究をスタートさせた。

授業の中で意図的に ICT ツールの活用場

面を設定したが、この実践では、生徒が自

発的に学習者用コンピュータを活用し、考

えを表現できるようにはならないと１年

次の研究を終えて気づいた。なぜなら、学

習者用コンピュータの活用は意図的に仕

組んだ授業場面のみで行っていたからで

ある。生徒たちは、この状況で ICT ツール

を上手に活用していた。しかし、私が指示

しない場面での自主的な活用にはつなが

らなかった。 
そこで、２年次は、自分の考えを気軽に

表現できる環境、誰の考えでも気軽に参照

できる環境を整えることで、学びを深め、

さらには、必要な時に適切な ICT ツールを

選択して学びを継続できる生徒の姿を目

指した。結果として、汎用性の高いクラウ

ド（Teams）を活用することで、一人一人

の考え方を瞬時に共有し、多様な考えに触

れる機会を設定できた。これにより、以前

まで情報共有に時間をかけていたところ

を思考時間へと変えることができた。思考

時間を十分確保できたことで、実交流やイ

ンターネットでの検索、e ライブラリの活

用が充実し、自ら学び方を選択して学習を

進められる生徒に育ってきたといえる。特

に、数学に苦手意識を持つ低位の生徒が、

自ら Teams の投稿場面を見て学んでいた

り、振り返りに自分の考えの変容を記述し

たりしていた時には、研究の成果が表れた

と感じた。 
しかし、クラウド上での情報共有の環境

を提供するだけでは、自らの学びをメタ認

知することはできない。やはり、授業ごと

の「振り返り」が必須である。振り返りは

個人のものであるため、共有せず個人で紙

に書かせてもよいのではないかと私の中

で葛藤があった。しかし、今回の研究では、

振り返りを Teams 上で共有した上で形式

を変更しながら実践を重ねた。その結果、

振り返りの共有にもメリットがあるよう

に感じた。例えば、低位の生徒が他の生徒

の振り返りからも学べること、記入や点検

に時間や場所の制約がなくなること、授業

者が見せたい振り返りを簡単に示せるこ

となどである。振り返りを共有し、蓄積し

たことで、これまで以上に生徒たちは学び

を自覚できていたと感じる。 
    ２年間の研究を通して、ICT を「仕方な

いから使う」ではなく、「必要だから使う」

に生徒も私自身も変わった。予測困難なこ

れからの時代を生きる生徒たちが、自ら考

え、自律した学習者になるよう今後も効果

的な ICT の活用を考えていきたい。 
 
６ 引用・参考文献 
 ・『できる ICT 授業』株式会社インプレス 
 ・『GeoMathRoom』 
  https://gcskcom.wixsite.com/geomathroom 
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注 
１） xSync Classroom は、テクノホライゾン株式会社

エルモカンパニーが開発した授業支援ソフトであ

る。画面の配信や共有、課題の配付や提出等がで

きる。東根市の児童生徒全員の学習者用コンピュ

ータにインストールされている。 

２） GeoGebra は、数学教育用の無料デジタルツール

である。グラフや図形などの作成や操作などの機

能がある。 

３） e ライブラリは、ラインズ株式会社が開発した児

童・生徒の「主体的な学び」をサポートする学習

支援サービスである。AI 型ドリルを搭載しており、

児童・生徒は習熟度に応じて自動構成された問題

を学校でも家庭でも解くことができる。東根市の

児童生徒全員の学習者用コンピュータにインスト

ールされている。 
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キーワード：Microsoft Teams、PowerPoint、Excel、共同編集、他者参照 
 
１ 研究テーマ 
  昨年度は、「ICT で児童と学びをつなぐ」を

テーマとし、授業の中の課題提示や交流の場面、

学習をまとめる場面で ICT の活用を行ってき

た。本学級の児童は、研究以前は ICT を活用す

ることの有効性に疑問をもっていたため、有効

性を実感できるように活用を進めた。その中で、

ICT を用いることで児童同士がつながり、情報

と活動を共有しながらまとめ活動を行うには

どうしたらよいかを検証してきた。 
一年次の研究を通して、Teams に Excel、 

PowerPoint 等をアップロードして利用する

「共同編集」を活用することが、児童が自分で

学び、児童同士をつなぐことに有効であると分

かった。共同編集を活用することにより、学び

に積極的でなかった児童の意欲が向上したり、

友達の考えと比較して学びを深めようとした

りする姿も見られた。個人の学びにも良い影響

を与えることができると考えられることから、

共同編集を活用して個別最適な学びに生かせ

るのではないかと考えた。そこで今年度のテー

マを「共同編集機能を用いた個別最適な学びの

実現」に定めた。本来、協働的な学びを促すツ

ールである共同編集が、個別最適な学びにどの

ように効果を発揮するかを研究していきたい。

そして、児童が友達と協力しながらも、自己の

学びに生かしていくことができるように育て

ていきたい。 
 
２ 研究の視点 
  本研究での ICT の活用は、Teams にアップ

ロードした」PowerPoint、Excel（Microsoft）
や Jamboard（Google）の共同編集が中心にな

る。以上の機能を複数の教科・単元で活用する

ことによって、視点の資質・能力を育てていく。 
(1) 自分で学びを高めようとする力 
(2) 様々な情報をつなげて考えることができ

る力（情報活用能力） 
 

３ 研究の方法と計画 
(1) 視点１について 

共同編集の画面では、リアルタイムで児童

同士がお互いの考えを確認することができ

る。課題に取り組む段階、振り返りにおける

段階でTeamsにPowerPointやExcelを共有

し、共同編集を行う。友達の考えを見たいと

きに見られる場を児童に提供することで、友

達の考えを参考にしたり、自分の悩みを解決

したり、学習の現在地を確認したりすること

ができるようにする。活用している様子から、

児童がどのような時に友達の考えを参考に

しようとしているかや、どのような目的で参

考にしているかを分析するとともに、児童の

主体性を育てていく。 

【２年次研究】 

共同編集を用いた個別最適な学びの実現 

尾花沢市立尾花沢小学校  鈴 木 千 畝 

＜研究の要旨＞ 
 本研究では、共同編集機能を用いることで児童の学びにどのような影響を与えるのかを研究、考

察してきた。学習の課題に取り組む場面、振り返りの場面で Excel や PowerPoint を用いて考えや

振り返りを共有し、児童の主体性や自己調整力、情報活用能力の成長について検証した。 
 その結果、児童は友達のシートを参考にすることで自分の間違いに気付いたり、文章表現をより

よくしたりしていることが明らかになった。また、共同編集の活用を続けることで、児童同士の対

話が促進されることも明らかになった。 
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(2) 視点２について 

共同編集は、児童の情報活用能力にも影響

を与えると考えられる。同じテーマについて

の活用の場合、出し合った情報を比較し、共

通点や相違点に気づいたり、情報を組み合わ

せて考えたりして、自分の学びにすることが

できる。また、友達と力を合わせて編集する

場合でも、友達から情報を取得して学びに生

かすことができる。そのような活動を通して、

自分の学習にどんなプラスの情報を取得し

ているのか、得た情報を生かしているのかを

研究していく。 
 
４ 授業実践の実際 

(1) 実践１ 
  ア 実践の概要 
   ( ア ) 単元名  
     ６学年 理科 

「大地のつくり」 
   ( イ ) 本時の目標 

流れる水の働きによる地層のでき方

について、器具を正しく扱いながら調べ、

結果を基にどのようなことが言えるの

かを考え、流れる水による地層のでき方

や広がりなどについて捉えることがで

きる。 
( ウ ) ICT の活用について 

地層ができる仕組みについて、ノート

に記した。その後、予想の文章や図を共

有するために、PowerPoint にノートの

写真を投稿した。PowerPoint は班ごと

にシートを作成し、1 つのシートに 4 人

程度の予想が添付されるように行った。

また同様のファイルに、ペットボトルの

中の礫、砂、泥が堆積した様子を結果と

して投稿させた。 
実験結果から考察を行い、地層の作ら

れ方について結論をまとめた。その後、

Excel で考えた文書を入力・共有し、途

中参照を行った後にノートにまとめ直

した。Excel は全員の入力した文章が確

認できるまとめシートと、個人の入力を

行う個人シートに分けた状態で配布し、

入力しているときには、友達の文章によ

る影響が気にならないように配慮した。 
 
  イ 子供の学びの姿 

予想の段階で、多くの児童が縞模様にな

るだろうと予想していた。共有を行うと、

児童の交流は活発ではなかった。これは、

多くの児童が同じ予想をしていたため、同

じかどうかを確認する程度で終わってし

まったからだと考えられる。 

 
実験では、ペットボトルの中の様子の写

真を PowerPoint 上に投稿した。実験後の

児童の様子は２つに分類できた。1 つ目は、

歩いて他の班の結果を確認しに行く児童。

2 つ目は、学習用コンピュータ上で他の班

の結果を確認する児童であった。

 
班ごとに話し合いながら考察や結論を

ノートにまとめている時間に、ある児童が

「友達の考えを知りたいから共有させて

ほしい」と申し出てきたので、Excel で共

同編集を行った。すると、自分が書いたも

のと友達のものを比較し、足りない用語を

補足したり、より適切な表現になるように
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修正したりする姿が見られた。多くが自分

の納得できる文章に直すことができたた

め、児童の満足感が高かった。 
児童から共有したいという発言があっ

たのは、共有のメリットに気付き、より適

切な表現にしたいという欲求がマッチし

たからだと考えられる。 

 
 

(2) 実践２ 
  ア 実践の概要 
   ( ア ) 単元名  
     ６学年 国語 

「やまなし」 
   ( イ ) 本時の目標 
     宮沢賢治が「やまなし」に込めた思い

について考え、理由を明らかにして文章

にまとめることができる。 
( ウ ) ICT の活用について 

作者がなぜ「やまなし」という題名に

したのかを考えさせ、ノートに書かせた。

その後、班ごとに Jamboard を使用し、

考えたことや関連がありそうな要素を、

付箋機能を使って出し合わせた。友達の

考えと比較させ、結論を出す際には教科

書を根拠とするように指導を行った。

Jamboard の活用は、PowerPoint の個

人シートとは異なり、一人で考えるとい

うよりも、チームで考えさせることでよ

り対話の機会が増えることと、まとめる

力の向上を狙った。 
 
  イ 子供の学びの姿 
    今回の課題に対して、自分の考えに自信

のない児童が多く、ジャムボードで共有を

行うと、出し合った考えを基にして、話し

合いながら分析していた。別の班の考えを

参考にして、キーワードに気付く姿も見ら

れた。また、話し合ったことや参考にした

ことを基にして、教科書を読んで関連する

ところを探している班もみられた。ノート

の段階で白紙だった児童も、改めてまとめ

る時間には、もともとの考えと共同編集を

して話し合ったことをまとめてノートに

記入することができた。 

    
(2) 実践３ 

  ア 実践の概要 
   ( ア ) 単元名  
     ６学年 国語 

「大切にしたい言葉」 
   ( イ ) 単元の目標 
     自分の思いが伝わるように、簡単に書

いたり詳しく書いたりする部分を分け

て書くとともに、事実と感想を区別して

書き、考えが伝わるように書き表し方を

工夫することができる。 
( ウ ) ICT の活用について 

文章の構成を考える場面と文章を書

く場面、推敲の場面で PowerPoint を使

用し、共同編集した。構成を考える場面

では、背景をステップチャートにし、付

箋に書きたい文章を貼れるようにした。 
文章を書く場面では、原稿用紙の文字

数を合わせたテキストボックスを用い

て文章を入力させた。原稿用紙に書く際

に、文字のずれがないように設計した。 
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共同編集のメリット

  イ 子供の学びの姿 
    構成と文章のメモを考え始めると、想像

以上にメモをしっかりと作る児童が多か

った。付箋一枚に単語ではなく、実際に書

く文章をそのまま記入していることで、書

くことを明確にしていた。 

    文章を書く段階では、始めはメモを見な

がらタイピングしていたが、書き始めると、

ほとんどの児童は教科書を参考にしなが

ら入力していた。これは、完成のモデルを

イメージしたうえで、文章の書き表し方を

工夫するためだと考えられる。その後、あ

る程度文章が入力されると、友達の書いた

文章の書き表し方を参考にしたり、友達に

質問したりして文章を書く児童が増えて

きた。また、構成の段階で書いた文章は当

初タイピングしていたが、その後手書きす

ることを考慮すると、テキストボックスに

貼り付けてもよいと感じる。 

    推敲はグループごとに行い、同様のシー

トを全員で推敲することができたため、対

話が活発化した。振り返りには、「表記だ

けでなく、詳しくする方法を教えてもらっ

たことで、より説得力のある文章にするこ

とができた」という記述が見られた。 
 
５ 到達点と今後の課題 

(1) 視点１について 
共同編集を用いて児童の主体性を研究し

てきた。その結果、文章の書き出しが分から

ないため書き始められなかった児童も、友達

のまとめを自由に見ることで、自分で学習を

進められるようになってきた。このような結

果が見られたのは、書いている途中を確認で

きるようになったからだと考えられる。児童

にとって、教科書は参考になるものの一つで

ある。一方で、文章表現が苦手な児童にとっ

ては、教科書は完成形が載っているため、取

り掛かりにくいと考えられる。その点におい

て、共同編集の途中参照は途中の様子が確認

できるため、見るポイントが明確になり、参

考にしやすいと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、自分の学習において、共同編集がど

のようなプラスを与えたかをアンケートで

調査した。 
その結果、多くの児童が間違いに気付くこ

とができていることが分かった。紙の場合、

間違っていることに気付かずそのまま進め

てしまうこともある。しかし、たくさんの情

報を比べることで、早い段階で間違いに気づ

き、修正を容易にしていると考えらえる。そ

の結果、児童たちが共有の利点に気付き、共

有する場面を求めることが起こったのだと

考えられる。 

A：分からない点を学んだ B：間違っていることに気付いた  

C:友達の考えと同じで安心した D:自分の考えに自信がついた 

E：次にすることのヒントになった F:一人でするよりも早くできた 

G:自分の学習進度が分かった 
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共同編集があると友達と話す必要性が

あがったかどうか

上がった

少し上がった

少し下がった

下がった

今後の課題としては、どの場面で活用する

かという点である。児童にとって有効である

ことは分かったが、どのような場面で共有を

したいかというニーズについては掴めてい

ない。児童が必要としている場面で活用して

いくことによって、より児童の主体性を引き

出し、学習を進めていけると考えられる。 
(2) 視点２について 
  表現や考えを形成している時に、児童がど

のような情報を読み取っているかについて

考察していく。アンケート結果から、自分が

分からないところを参考にしていることが

分かった。特に文末表現や改行、言葉の表現

について参考にしていた。このような結果に

なったのは、国語の文章の場合、内容は個人

によって差があるため、形式を参考している

と考えられる。一方で、参考にしやすいため、

友達の文章と似すぎてしまったという課題

がある。これは決まった答えがあるものや答

えのバリエーションが少ないものについて、

使いたい表現や単語を用いると画一化しや

すいからだと考えられる。 
  今後より有効に活用していくには、どのタ

イミングで共有させるかがポイントになる

と考えられる。初めから共有するよさもあれ

ば、途中から共有するよさもある。また、共

有してからまとめ直す方法もある。ねらいに

合わせて、教師がそのような使い分けを意図

をもって行っていく必要があると考えられ

る。 
 
(3) 共同編集と対話の必要性の関係 

本研究では、共同編集と個別最適化につい

て研究、検証を行ってきた。共同編集を行っ

た際の児童の対話に対する意識の変化につ

いて考察する。本学級の 28 名に対しアンケ

ート調査を行うと、19 名の児童が共同編集を

行うことで質問や話し合う必要性が高まっ

たと回答した。児童の回答には、「書いてあ

る答えだけでなく、その人の考え方を知りた

い」や「友達の考えを見て、新しい疑問や質

問をしたいから」という記述が見られた。興

味深いことに「友達の考えを見ることができ

る方が話しかけやすい」という回答も多かっ

た。このような結果になったのは、友達の考

えを確認できるようになったことで、あらか

じめ聞く必要のある友達を絞ったり、ねらい

をもった質問を事前に考えて行ったりする

ことができるようになったからだと考えら

れる。実際に授業中の様子でも立ち歩き、話

している姿は多く見られる。 
共同編集で他の考えが見ることができる

なら、対話の機会は必要なくなってしまうの

ではないかと考えてしまうかもしれない。だ

が、友達の考えを先に知ることで、話しかけ

る心理的ハードルが下がったり、よりねらい

をもった対話が可能になったりすると考え

られる。 

 
 (4) 研究を終えての提言 
   GIGA スクール構想が新型コロナウイルス

の影響で一気に進んだ。この一人一台端末が

急速に配備されたタイミングで委嘱研究員

として研究することができたことは、非常に

幸運だと感じる。一人一台端末により、ICT
活用の需要が一気に高まった。文部科学省の

「GIGA スクール構想の実現へ」というリー

フレットによれば、これまでの教育実践の蓄

積と ICT を掛け合わせることで、学習活動の

一層の充実が図られると記載されていた。一

人一台端末が渡された時、始めは「どのよう

に授業に ICT を組み込もうか」という視点で

授業を考えていた。しかし、活用を進めてい
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ると、２つの気づきがあった。１つ目は、社

会に出た際に生かせる活用をする必要があ

ることである。学校教育の ICT 活用は、民間

や社会全体と比べて大きく差を広げられて

いる。しかし社会に出ると、児童たちは当た

り前のように Teams 等のアプリを活用する

ことを求められる。故に、社会と共通のアプ

リを使いこなす技能を身に付けさせるため

に、授業で活用することが重要である。２つ

目は、ICT を使って新しい授業のスタイルを

変えていく必要があることである。特に共同

編集の存在は大きい。活動しながら同時に情

報を共有できることは、授業のスタイルを大

きく変化させるだけの影響力を感じた。そし

て、本研究で共同編集は、児童の「友達の考

えを見たい」というニーズに応え、学級のボ

トムアップに良い影響を与えることができ

た。 
   上記の２点は、ICT に関わらず必要な視点

であると考える。そして、ICT は今後も進化

を続けるであろう。新しく登場した技術に目

を光らせ、それを取り入れ、時には授業のス

タイルをも変えて、授業をアップデートする

ことが令和の教師に求められると考えられ

る。 
 
６ 引用・参考文献 
 ・ 『できる ICT 授業』 清水理史＆できるシ

リーズ編集部 インプレス 
 

注 
１）PowerPoint は、Microsoft が開発したプレゼンテー

ションソフトウェアで、文字や写真などが入ったスラ

イドを簡単に作成できる。本研究では、写真や考えを

共有したり、共同作業したりする際に用いている。 

２）Teams は Office365 にあるチャットベースのワーク

スペース。チームを作り、簡単にファイルを共有し、

PowerPoint、Excel などのアプリでの共同編集をリ

アルタイムで行うことができる。 

３）Jamboard は、Google のデジタルホワイトボードア

プリである。本研究では、情報を整理・分析したり、

学習計画を考えたりする際に使用している。 
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キーワード：共有、ロイロノート・スクール１）、iPad 
 
１ 研究テーマ 

  昨年度は「個人の学びを集団で共有し合う

子供の育成」をテーマに掲げて研究に取り組

み、「児童が意欲的に自分の考えを表現する」

と「友達と話し合いをするきっかけになる」

という２点で学習者用コンピュータは効果

を上げることが明らかとなった。１時間の授

業の中でICT機器を活用することは、従来の

教師主導の授業から子供どうしの関わりを

増やして、児童が主体的に学ぶ授業への変革

を図るきっかけとなると考える。 
  今年度は「学びを進められる子供の育成」

をテーマとした。児童が主体的に学ぶ１つの

形である単元内自由進度学習など、１時間や

１単元を児童自ら学びを進めることができ

るように、普段の授業の質的転換を目指して

ICT機器を活用する。 
 
２ 研究の視点 

(1) 主体的に児童が学ぶ環境を整える工夫 
(2) 学習内容を定着させるための工夫 

 
３ 研究の方法と計画 

(1) 視点１について 
〇課題解決に向けて必要な知識（語句の意味

や作業の手順など）は、学習者用コンピ 
ュータ内に資料として保存しておく。それ

らをいつでも見て確認できるようにする

ことで、全ての児童が必要に応じて即時参

照することができ、本時の活動に向かうこ

とができるようにする。 
〇単元の学習計画を学習者用コンピュータ

に用意する。そうして、児童一人ひとりが

自分の学びを見通すことができるように

する。加えて、本時で自分ができるように

なることを自覚させることで、意欲の向上

を図る。 
また、教師が授業後に児童の学びの進度

を確認して、次時における支援の見通しを

立てることができるようにする。 
〇ロイロノート・スクールの提出箱機能を活 

用してチャットを常設し、一人ひとりの考

えの共有を図る。授業の中で互いの考えを

見合うことで、自分にとって必要な情報を

得たり、直接相談したりできるようにする。

そして、個での学習に立ち返って課題解決

に向かうことができるようにする。 
 

(2) 視点２について 
  〇学習者用コンピュータは修正や追記がし

【２年次研究】 

学びを進められる子供の育成 
大石田町立大石田小学校  東 谷 大 輔 

＜研究の要旨＞ 
 本研究では、学びを進められる子供の育成を目指し、自由進度学習などにおける ICT 機器の活用

を考察した。今回の研究では各教科や総合的な学習の時間において、教師主導の授業から児童主体

の授業への質的改善を図り、ICT 機器をどのように使うことが効果的なのかを検証した。 
 学習者用コンピュータの日常的な活用により、児童の主体的な学びが促され、一人ひとりの学び

方に変化が見られるようになった。また、これまでの実践の積み重ねにより、児童たちが学習者用

コンピュータを自分の判断で使いこなせるようになってきた。児童にとって学習者用コンピュータ

が学習のツールとなっている。一方で ICT 機器の活用については、使い方だけではなく授業や単元

全体を見通す必要があるという課題も明らかとなった。 
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やすいという特徴がある。その特徴を生か

すために、ワークシートや児童の成果物を

デジタル化する。提出されたものには教師

がコメントをして即時フィードバックす

る。それを基に次の活動ができるようにす

ることで、児童が待つ時間を可能な限り減

らし、学習に向かう時間を確保する。 
〇学習者用コンピュータですることと手書

きなどのアナログですることを組み合わ

せる。メモなど短時間で行うことは手書き

で行い、観察・保存など時間をかけること

は学習者用コンピュータを使わせる。それ

ぞれのメリットを生かし合いながら学習

に取り組み、学習内容をより深く理解でき

るようにする。 
 
４ 授業実践の実際 

(1) 実践１ 
  ア 実践の概要 
   ( ア ) 単元名 
     ４年 国語科 

「中心となる語や文を見つけて要約し、

調べたことを書こう」 
（教材名 世界にほこる和紙） 

 
   ( イ ) 単元の目標 

文章の内容を端的に説明することを

意識して、中心となる語や文を見つける

ことができる。 
（思考力・判断力・表現力等） 

 
( ウ ) ICT の活用について 

「学びの地図」として、単元の学習内

容を網羅する単元計画表を一人ひとり

の学習者用コンピュータに用意して、児

童自身が学習を進められるようにした。   
また、チャットを開き、各々の困って

いることやみんなに見てもらいたいこ

と等を自由にやりとりできるようにし

た。 
  イ 子供の学びの姿 
     チャットを常時開設しておくことで、

投稿された

悩みや困り

事が即時共

有されて、児

童同士が話

し合うなど関わるきっかけとなってい

た。 
「学びの地図」を提出箱で共有するこ 

とで、自分がこれまでにしてきた学び、 
これからする必要がある学びが可視化

されると同時に、自分と友達の学びの進

度を比較することもでき、個での学びや

友達との相談

などを自分の

必要に応じて

切り替えるこ

とができていた。 
 また、「学びの地図」があることで、

教師が児童の進度を把握することがで

き、一人ひとりに合わせた声を支援につ

ながった。 
 
(2) 実践２ 

  ア 実践の概要 
   ( ア ) 単元名 
     ４年 総合的な学習の時間 

「創立 150 周年記念大石田小学校 PR 動 

画を作ろう」 
 
   ( イ ) 単元の目標 

創立 150 周年を祝うために、学校のよ

さを調査して PR 動画で伝えることがで

きる。 
（思考力・判断力・表現力等） 

 
( ウ ) ICT の活用について 

iPad で動画作成をさせた。動画編集に

必要となる録画、録音、アニメーション、

加工などは児童自身が行った。 
また、動画作成のプロセスを提出箱機

能を用いて共有し、個人で活動を進めな

がら友達と相談できる環境にした。 
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   イ 子供の学びの姿 
      静止画を並べる、ドラマ仕立てにす

る、紹介形式にするなど、一人ひとり

が自分の考えとスキルに合わせ、計画

的に動画を作成した。また、途中経過

を共有することで、友達と「どうして

いるの？」「それはどうやるの？」な

ど情報交換をし、表現方法を見直す姿

が見られた。友達との学びと個での活

動を行ったり来たりしながら、よりよ

い動画作成を行っていた。 
 

(3) 実践３ 
  ア 実践の概要 
   ( ア ) 単元名 
     ４年 理科 

「物の体積と温度」 
 
   ( イ ) 単元の目標 

金属、水、空気の温まり方について、

実験などから得た結果を基に考察して、

表現することができる。 
（思考力・判断力・表現力等） 

 
( ウ ) ICT の活用について 

金属、水、空気の３つの物質について

実験のやり方と注意事項を事前に資料

として、学習者用コンピュータでいつで

も見ることができるように準備した。班

ごとに実験を行う中で、必要に応じて写

真や動画を撮影して、後から見返すこと

ができる資料として保存させた。金属、

水、空気を順番に調べる単元ではなく、

それら３つの物質について同時進行で

並列的に考察できる単元構成にして、班

ごとの進度でじっくりと実験と考察で

きるようにした。 
また、ワークシートに手書きで記録さ

せることで、実験、記録、考察が「見な

がら書く」「書いたものを動画を見なが

ら確かめる」など繰り返し考えることが

できるようにした。 
 

イ 子供の学びの姿 
実験の様子を撮影する際に、「どこを撮

ったらいい？」「いつ撮ったらいい？」な

ど、結果をより分かりやすく記録するため

の会話をしていた。班ごとに実験の進行具

合に違いが出るため、自分達の実験が終わ

ると、他の班の様子と比べて、違いについ

て交流する様子も見られた。 
温まり方について考察している際に、児

童から「もう一度実験して確かめたい。」

という意見も上がり、実験→結果→考察→
検証という流れが自然とつくられていた。 

 
(4) 実践４ 

  ア 実践の概要 
   ( ア ) 単元名 
     ４年 国語 

「筆者の考えをとらえて、自分の考えを

発表しよう」 
（教材文 思いやりのデザイン 

         アップとルーズで考える） 
   ( イ ) 単元の目標 

考えとそれを支える理由や事例との

関係について理解することができる。 
（知識・技能） 

 
( ウ ) ICT の活用について 

この単元では、児童が学習を進める授

業形態にするために、教師役の児童が授

業過程や発問などを台本として学習者

用コンピュータの中に用意した。教師役

は授業毎に変わるため、前時に使用した

台本は児童同士ですぐに共有して、本時
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用にバージョン

アップして繰り

返し使用してい

った。

イ 子供の学びの姿

「授業を進める」ことはこれまでに経

験したことがないため、初めのうちはぎ

こちない進め方であったが、学習者用コ

ンピュータ内に台本があり、修正するこ

とが容易なため、担任と相談しながら授

業を進めることができた。

単元の後段になってくると、これまで

の台本の積み上げと、授業をみんなで作

るという意識の醸成から、誰しもが教師

役に立候補したり、教師役の進行に協力

するために熱

心に発言した

りと主体的な

姿勢が育まれ

た。

５ 到達点と今後の課題

(1) 視点１について

単元計画や振り返り、ワークシート、必要

となる知識や手順等を学習者用コンピュー

タ内に用意しておくことで、「今日はこんな

ことができた。」「次はこれをしよう。」とい

う学習意欲の向上が見られた。

加えて、単元計画や振り返りを一目で見る

ことができるため、目指すゴールとそれに対

する今の自分を自覚することができ、必要に

応じて調整するなど主体的に学習に取り組

むことができた。

また、資料をいつでも手元で参考にできる

ため、一人ひとりが自分のペースで学習を進

めることができた。

他にも、チャットを常設しておくことで共

有が容易になり、個の学びと集団での学びの

スパイラルが生まれやすくなった。学習環境

を整えることで、教師主導から児童主導の学

び合いになった。

主体的な学びを促すためには、児童が身に

付ける力を明確にし、教師だけがそれを意識

するのではなく、ゴールの姿やお手本となる

ような完成形を児童と共有するなど、児童の

姿や単元のゴールをイメージすることは必

須である。ICT 機器の活用をポイントとして

考えるのではなく、単元構成や授業過程全体

を通して考える必要がある。従来の一方通行

型の授業に当てはめるのではなく、複線的で

スパイラル的な授業にすることで、より児童

が考え、表現し、交流して，さらに考えを深

めていく。そのような児童主体の授業づくり

の視点として、ICT 機器の活用を考えていき

たい。

(2) 視点２について

学習者用コンピュータを活用することで、

これまではできなかったまとめ方や表現を

することができた。児童にとって自分のやり

たい方法で学習できることは、学習そのもの

への意欲が高まり、結果として調べたり考え

たりすることが増え、学習に積極的に取り組

むことになっていた。

  一方で、なんでもありとならないようにし

なければならない。そのためには、「教師が

新しい使い方を教えて、児童がその良さを実

感する時間」と「児童が使い方を自由に選択

して、教師が成果物を評価する時間」とを意

図的に分けるべきである。そうすることで、

児童の活用スキルを向上させながら、教師が

児童の実態を把握できると考える。

(3) オンライン学習について

今年度も一年間を通して、会議アプリを活

用してオンラインで学習する児童がいた。ど

の教科の授業においても、ただ映っているだ

けではなく、チャット機能を用いて質問した

り、自分の意見を発言したりと、児童のスキ

ルが上がっている。教室にいる児童もオンラ

イン上の児童にも聞こえるように発言した

り、資料の見せ方を工夫したりする等、相手

意識が育まれている。
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(4) 研究を終えての提言

２年間の委嘱研究は、ICT 機器を日常的に

活用することを考えるきっかけとなった。初

めは ICT 機器を使うことで先生が楽できる

という認識であったが、児童がいかに学習で

使いこなせるようになるのかを考えなけれ

ばならないことに気付いた。

また、視察研修を通して、学校教育の先に

は子供達の未来があることを強く意識する

ようになった。「社会に出た大人がしないよ

うなことを児童にさせる」「社会では当たり

前の働き方を学校ではさせない」など、現代

の学校教育に対して、ICT 機器の活用という

面から課題意識をもつようにもなった。

当たり前のことではあるが、児童が使うこ

とができるようになるためには、児童に使わ

せなければならない。

しかし、その当たり前のことができていな

いことが多い。児童が学習者用コンピュータ

を使うことで起こり得るリスクを、制限や没

収という形で防ごうとする状況になってい

る。

日々、ハードやソフトが更新されて機能が

増えて便利になっている。それは、従来の道

具のように教師の理解の範疇で教師が教え

た使い方だけを求めることには無理がある

ことを示している。

ICT機器の活用については児童の方が堪能

な場合も多い。２年間の中で、私が児童から

使い方を教えてもらうことも多々あった。時

には児童から ICT 機器の使い方を学んだり、

一緒に考えたりするなど教師と児童が一緒

に考えることも大切である。

そうした中で、教師の役割は何かを考えた。 

ICT機器がより効果を発揮するには児童の実

態、教科の特性、活動の特性などの様々な要

因が一致しなければならない。その掛け合わ

せがうまくいっているかを見極めるのが教

師である。教師が掛け違いを見極め、児童に

フィードバックして、その成果と課題を積み

上げていくのである。

児童に実施したアンケートによると、児童

は学習者用コンピュータを活用することの

良さを感じている一方で、手書きで学習する

ことにも良さを感じていることが分かった。 
いずれにしても児童の学び方の選択肢を増

やすという点においては、教師が ICT 機器の 
活用をどんどんと促していき、その可能性を

見出していく必要がある。

教師と児童が「活用する」という同じ方向

を向いて、上手くいったことも失敗したこと

も共有しながら、より良い活用を考えていき

たい。

注

１）ロイロノート・スクールは，株式会社 LoiLo
が開発した授業支援クラウドである。教材配

布や画面配信、回答の共有、シンキングツー

ルの利用などの機能がある。大石田町の児童

生徒全員に ID が付与されている。
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